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令和６年第３回糸魚川市議会定例会会議録 第２号 

 

令和６年９月６日（金曜日） 

 

議事日程第２号 

 

令和６年９月６日（金曜日） 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一般質問 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一般質問 

 

 〈応招議員〉 １８名 

 

 〈出席議員〉 １８名 

 

  １番   利 根 川     正  君     ２番   阿  部  裕  和  君 

  ３番   横  山  人  美  君     ４番   新  保  峰  孝  君 

  ５番   松  尾  徹  郎  君     ６番   伊  藤     麗  君 

  ７番   田  原  洋  子  君     ８番   渡  辺  栄  一  君 

  ９番   加  藤  康 太 郎  君    １０番   東  野  恭  行  君 

 １１番   保  坂     悟  君    １２番   田  中  立  一  君 

 １３番   和  泉  克  彦  君    １４番   宮  島     宏  君 

 １５番   中  村     実  君    １６番   近  藤  新  二  君 

 １７番   古  畑  浩  一  君    １８番   田  原     実  君 

 

 〈欠席議員〉  ０名 

 

 〈説明のため出席した者の職氏名〉 

 

市 長 米 田    徹 君  副 市 長 井 川  賢 一 君 

総 務 部 長 大 嶋  利 幸 君  市 民 部 長 渡 辺    忍 君 
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産 業 部 長 五十嵐  博 文 君  総 務 課 長 嶋 田    猛 君 

企 画 定 住 課 長 中 村  淳 一 君  財 政 課 長 猪 又  悦 朗 君 

能 生 事 務 所 長 高 野  一 夫 君  青 海 事 務 所 長 仲 谷  充 史 君 

市 民 課 長 川 合  三喜八 君  環 境 生 活 課 長 木 島  美和子 君 

福 祉 事 務 所 長 山 岸  千奈美 君  健 康 増 進 課 長 林   壮 一 君 

商 工 観 光 課 長 大 西    学 君  農 林 水 産 課 長 星 野  剛 正 君 

建 設 課 長 長 﨑  英 昭 君  都 市 政 策 課 長 内 山  俊 洋 君 

会 計 管 理 者 
会 計 課 長 兼 務 

山 田  康 弘 君  ガ ス 水 道 局 長 山 口  和 美 君 

消 防 長 竹 田  健 一 君  教 育 長 靏 本  修 一 君 

教 育 次 長 山 本  喜八郎 君  教育委員会こども課長 室 橋  淳 次 君 

教育委員会こども教育課参事 小 川  豊 雄 君  
教育委員会生涯学習課長 
中央公民館長兼務 
市民図書館長兼務 

磯 貝  恭 子 君 

教育委員会文化振興課長 
歴史民俗資料館長兼務 
長者ケ原考古館長兼務 
市 民 会 館長 兼 務 

嵐 口    守 君  監査委員事務局長 陶 山    智 君 

 

 〈事務局出席職員〉 

 

局 長 磯 貝    直 君  次 長 伊 藤  伸 一 君 

係 長 水 島  誠 仁 君    

 

 

 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、ありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議に入ります。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、６番、伊藤 麗議員、１４番、宮島 宏議員を指名いたします。 
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日程第２．一般質問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１５人でありますが、議事の都合により、本日５人、９日５人、１０日５人を予定

しております。 

また、質問時間は、答弁を除き、１人３０分以内であります。所定の時間内に終わるよう質問・

答弁とも簡潔に要領よくお願いいたします。 

質問は通告の範囲内にとどめるよう、ご協力をお願いいたします。 

通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 〔１８番 田原 実君登壇〕 

○１８番（田原 実君） 

おはようございます。田原 実です。 

９月議会一般質問のトップバッターを務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

発言通告書に基づき、１回目の質問をいたします。 

質問１、米田市政の振り返り（１）。 

持続可能なまち糸魚川の産業振興と経済発展、集落・都市再生、及びジオパークの成果などにつ

いて。 

(1) 一番新しい市勢要覧が平成１９年発行ですが、これを参考に米田市政の２０年を振り返り、

米田市長及び市行政が進めた施策によって糸魚川市の産業振興と経済発展は実現できたとお

考えか、また、集落再生と都市再生はどのくらい実現できたとお考えか伺います。 

(2) 十数年にわたり米田市長が進めてきたジオパークは市長のためのものだったのか、市民の

ためのものだったのか、改めて伺います。 

(3) 平成２３年９月議会にて、私は自然エネルギー関連の質問をしましたが、昨今の電力需要

の増大や電気料金の高騰と市民負担を考えたときに、小水力発電施設などで地域内で電力を

賄い、消費できる仕組みづくりは、水資源に恵まれた糸魚川市で今後強く推し進めるべきも

のと改めて考えます。電力会社設立など、今後の取組などお考えか、伺います。 

(4) 平成２９年駅北大火からの復興を目的にまちづくり計画がつくられ、工事期間は終了しま

した。改めて振り返って、２００トンの防火水槽、防災備品倉庫建設、回遊によるにぎわい

を前提に分散し設置した防災広場工事、耐火仕様雁木、耐火仕様建物の条例制定、駅北交流

施設「キターレ」建設工事と運営の外部委託などは被災者住民・市民のためとなっているの

か、伺います。 

(5) 米田市政の２０年で「市民の幸福感」は増したとお考えか、市長と教育長に伺います。 

２、駅北子育て支援複合施設の必要性について。 

(1) 施設建設の目的である、にぎわい創出について伺います。 
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(2) 施設運営の手法と経費、市民負担について伺います。 

(3) 建設計画推進によって都市機能が充実し、施設周辺に若い人を呼び込み、新幹線駅周辺に

人口が増えるきっかけとなるとお考えですか、伺います。 

(4) 今後計画を進めるに当たって、以下の複合施設の優れている点をよく検討して計画を進め

ていただきたく要望します。市長の見解を伺います。 

① 長野県塩尻市の公民館図書館等複合施設「えんてらす」。 

② 富山県黒部市の図書館複合施設「あおーよ」。 

③ 群馬県太田市の図書館・美術館複合施設「太田市美術館」。 

(5) 米田市長が新築やＤＢＯ方式にこだわるのはなぜですか。市民にとってのメリットは何で

しょうか伺います。 

以上１回目の質問です。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

一昨日から少し声がかすれておりますので、お聞き取りにくい点がございましょうが、お許しを

願いたいと存じます。 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、市町村合併から２０年、市民の一体感の醸成のほか、主要産業

である製造業や建設業を中心に、農林水産業も含めた地域の産業振興に取り組んできたところであ

ります。 

また、人口減少やライフスタイルの変化により、市民や地域のニーズが多様化し、新たな課題も

顕在化しておりますが、引き続き、持続可能なまちづくりに向けた取組を進めてまいります。 

２点目につきましては、市民のため、地域の持続可能な発展を目指してジオパーク活動を進めて

まいりました。 

３点目につきましては、電力市場の安定及び電源の確保が必要であり、動向を注視しております

が、当面設立の予定はありません。 

４点目につきましては、大火を二度と繰り返さない災害に強いまちに向け、市民生活の安全・安

心な確保の一助になっていると考えております。 

また、駅北広場キターレは、指定管理者による民間視点ならではの柔軟な施設運営と事業展開に

より、新たな人の流れが生まれ、様々な目的で多くの皆様からご利用いただいております。 

５点目につきましては、幸福感は、その定義や価値観が人それぞれであり、一概に申し上げるこ

とはできませんが、市民誰もが、いつまでも健康で、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

よう、引き続き、取組を進めてまいります。 

２番目の１点目につきましては、子供たちが天候に影響されずに遊べる屋内遊戯場や図書・ギャ

ラリースペースなどの機能を設置することで、多世代をまちに呼び込み、にぎわいを創出できるも

のと考えております。 
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２点目につきましては、基本計画において年間５,０００万円を見込んでおり、引き続き、財源

の確保に努めてまいります。 

３点目につきましては、立地適正化計画における都市機能誘導施設の整備により、若者を含め、

暮らしやすいまちづくりを目指してまいります。 

４点目につきましては、様々な施設を参考に進めております。 

５点目につきましては、設計段階からノウハウのある運営事業者に加わっていただくことで、子

育て支援サービスの充実を費用対効果の面からの効果があると捉えたものでありますので、そのよ

うに進めてまいりたいと思っております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

〔「議長、議事進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

市長のさ、声が大変おつらくなりますね。聞いててもさ、やっぱりちょっと、何ていいますかね、

聞き苦しいんじゃなくてね、やっぱりちょっと無理して声出してるなって思うんですよ。 

それでだ、一般質問の１回目の行政市長答弁についてはさ、原稿ですよね。その原稿については

さ、その１回目については副市長が代読されても私は大丈夫だと思うんですが、議長につきまして

は、皆さんにお諮りをしていただいて、少しでもですよ、市長さんの負担が少なくするようにでき

るように、１回目の原稿につきましては、副市長が代読するということをお諮り願えませんでしょ

うか。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいま古畑議員から提案がございました、市長の声が非常に、風邪の関係か、つらく聞こえる

ということでございますので、市長のほうで、もし差し支えなければ、副市長、よろしいですか。 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１０時１２分 休憩〉 

 

〈午前１０時１３分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

ただいま古畑議員より提案がございました、答弁を副市長にということでございますが、これに
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ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、答弁は、今後、副市長からお願いしたいと思います。初回のね、失礼いたしました。 

冒頭の答弁につきましては、副市長からお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

２回目の質問に移ります。 

市長答弁が不足と思うところを再質問し、担当課より詳細をお答えいただきます。 

市長の喉、お声の調子が大変だということでございますので、市長、くれぐれもご無理のないよ

うに。 

今日の質問は、実は、市長と丁々発止やりたいと思って準備してまいったんですけども、市長行

政は一体でございますので、副市長、課長、部長、どんどん積極的に前向きなご答弁をお願いした

いと思います。よろしくお願いします。 

質問１は、米田市政の２０年を振り返り、市長が進めた施策によって糸魚川市の産業振興と経済

発展は、実現できたとお考えか。人口対策も絡めて具体的に伺いたいということなのですが、糸魚

川市の産業振興と経済発展、そのために必要な人材、資源、また電力確保など、何がどう発展した

か、あるいは変わったのか。それとも、残念ながら発展しなかったのか、変わらなかったのか、市

長行政は、どう捉えているかです。 

糸魚川市の発展変化をどう捉えていますかという質問を私が思いついたのは、糸魚川市の市勢要

覧が、平成１９年発行のもののままだったことから、これは、市長行政は気にならない小さなこと

かもしれませんが、私は気になりました。 

それに加えて、最近、委員会で柏崎市へ定住人口拡大施策についての調査に伺った折に、柏崎市

の市勢要覧を頂いて、見たのですが、令和４年度８月時点のデータ、人口７万９,２７０人、世帯

数３万４,８１４世帯、都市公園数２６か所、我が町自慢として日本一のもの、県内ナンバーワン

のものが紹介してあって、その中で、将来負担比率が１８.５％で、県内２０市中ナンバーワン、

財政力指数が０.６７９で、同じくナンバーワンと。さらに裏表紙には、柏崎市の公式ホームペー

ジ、公式フェイスブック、公式ユーチューブチャンネル、公式インスタグラム、公式ツイッター、

公式ＬＩＮＥの紹介と、それぞれのＱＲコードがあります。これです。 

今回の質問の資料にしますよとお伝えしてございますのでご覧いただいたと思いますが、こうい

った資料一つにも、当市糸魚川市と柏崎市との差、定住人口拡大につながることをやっているかど

うかの施策の差というものを、田原は感じたわけです。糸魚川市の市勢要覧の市長の写真が、やた

ら若いとか、そういったことではなく、その都市の現在の取組、市民の生活をどう支えているか、

将来はどうなるということが見てとれるからです。 

さて、柏崎の市勢要覧には、トップのほうに、エネルギーとものづくりのまちと、まちづくりの
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大きな方向性が掲げてありました。「まちの誇りを未来へ柏崎市×柏崎あい・あーるエナジー（株

式会社）＝脱炭素のまち：柏崎３.０」とあり、柏崎がエネルギーのまちであり、環境・経済両面

で持続可能な脱炭素のまちを目指しているとあります。そして、地域エネルギー会社の必要性や地

域産業の競争力を向上させること、さらには首都圏への送電とエネルギーの地産地消についても触

れています。 

さすがだなと、糸魚川市とは違うなと、田原は思うわけです。もちろん、糸魚川市の環境や産業

の歴史は、柏崎市とは違います。違いますが、このことが、柏崎への移住・定住や就労意識のモチ

ベーションが違ってくるところだと田原は感じるわけです。市長はどう思われますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に柏崎市と比較してということでございますが、当市においても、やはりこの地形や、また

立地条件いろいろある中で、この自然を生かして、このエネルギーに対しては以前から取り組んで

いる状態でございまして、現在は小水力というところで、いろいろと調査をしておるわけでござい

ますが、しかし、当市においては、水力発電、他に先駆けて産業が立地しているわけでございまし

て、そういった意味では、この低炭素化の社会に、糸魚川は以前から取り組んでおる状況でござい

ますし、いろんなやはり都市には、その特徴がございます。糸魚川といたしましても、そういった

特徴をぜひ生かしていきたいということで取り組んでまいってきておるわけでございますので、本

当に物の見せ方、また一つの見方によっては違うこともあろうかと思いますが、糸魚川市は以前か

ら取組をいたしておりますし、また、これからもいろんな面で広げていきたいということで、今、

糸魚川市におきましては、新潟県の南部電源、市町村協議会に入っておりますし、その中で情報を

得ながらやっておりますし、そしてまた、法的にも、また条件の不利な地域に対しての法的な緩和

についても、全国大会で参加させていただいて、発言させていただいております。そのように努力

はいたしているつもりでございますので、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

やはりリーダーは、先を見て、何を目指しているか、また、何を心配していくかが問われると思

います。また、それを市民だけでなく伝えていくことが大変大事だと思います。残念ながら、これ

までの取組、これが見えていない。それは、市勢要覧においてもそうでなければならないと思いま

すが、担当課いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田総務課長。 〔総務課長 嶋田 猛君登壇〕 

○総務課長（嶋田 猛君） 
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おはようございます。 

市勢要覧については、総務課が担当ということでお答えさせていただきます。 

やはり市の魅力であるとか特徴、そういった情報発信につきましては、例えば市民の方が対象な

のか市外の方か、もしくは個人なのか事業者、法人といった方なのかといった、誰をターゲットに、

また、糸魚川市の何を伝えていくかといった視点が大切であるというふうに考えております。 

今後も、この点に留意して情報発信に努めていきたいと思っておりますが、市勢要覧も一つの情

報発信の方法でありますが、これまでも、例えば５年に１回作成してます総合計画ダイジェスト版

につきましては、市内配布を行ったり、そのほか市の広報等を通じまして、市の課題であるとか、

今後の目指すべき姿といったものを伝えているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ただ、一番新しい市勢要覧が、平成１９年のものだということは気にならなかったんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田総務課長。 〔総務課長 嶋田 猛君登壇〕 

○総務課長（嶋田 猛君） 

議員おっしゃられましたとおり、一番最新のものといいますか最後に作られたものは、平成

１９年ということでございます。その後１５年以上が経過している中で、確かに社会環境であると

か、市の状況というものも変化をしております。それがまた、市勢要覧で皆様に発信すべきものな

のか、また違った方法があるのかといったことも、今回を機に考えてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

柏崎市が標榜するエネルギーのまち、環境・経済両面で持続可能な脱炭素のまちは、糸魚川市に

おいても取組は可能ですし、また、今後そうしていくべきと考えます。地元の企業にとってもその

ことは同じであり、それで短期・長期の経営計画がつくられ、実行されているものと思います。 

糸魚川には、皆さんご存じの全国規模の大きな会社があり、行政も一緒に企業発展と雇用に向け

ての努力・協力は、惜しまずにきたとは思いますが、民間企業、製造業は、技術も情報もどんどん

進む中でも、地元企業の状況を市長行政はよく把握して、的確なご支援をさせていただいているだ

ろうか。５年後、１０年後の予測と対応、民間企業と行政との感覚の差はどうだろうか。人材確保

や地元雇用の状況はどうだろうか、ついつい私は心配します。こういったところ、担当課に伺いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 
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○商工観光課長（大西 学君） 

おはようございます。 

お答えさせていただきます。 

地元企業の状況につきましては、一般的には評価する指標といたしましては、製造品出荷額の推

移、また、市町村民所得と雇用者報酬、新規学卒者の初任給などをやはり客観的に分析させていた

だいております。 

状況のほうは、糸魚川市についてはそんなに悪いほうではないかなというふうに思っております。

これは当然、地元企業の皆様の努力のたまものでもございますし、市といたしましても、そのとき

そのときに、的確に支援のほうをさせていただいているのではないかなというふうに思っておりま

す。 

ただし、やはり労働人口や従業者の数の減少は著しいものがありまして、これは、生産年齢人口

の減少によるものが大きなものでございますが、それに対して、機械化や、またデジタル化に伴う

定員管理の適正化や生産性の向上も必要であるかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

エネルギーの地産地消の話に行きます。 

今から１３年前、平成２３年９月議会にて、私は自然エネルギー関連の質問をしました。このと

きは、３月１１日の東日本大震災直後に原子力発電所の崩壊と発電停止により、電力会社が行った

計画停電という名の一方的な電力供給停止が、首都圏に住む国民の生活に深刻な影響を及ぼし、同

時に糸魚川市でも、医療や福祉施設、教育施設などにおいてもクーラーの利用を控えるなど、市民

生活への大きな影響がありました。 

そこで、市内の発電量がどのくらいか、電力備蓄設備はどうだ。電力の地産地消はできるのかと

質問していますが、その市長の答弁をご確認されましたか。また、これまでどのような取組があり、

成果はありましたか、市長に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

おはようございます。 

お答えさせていただきます。 

その当時の市長答弁の内容を、私のほうでも確認をさせていただきました。これまでどんな取組

をしてきたかというところなんですけども、市では、これまで小水力発電に適した河川を調査する

ために可能地調査というものを実施しまして、この結果を市のホームページ等で公開しております。

これは、民間事業者による事業化を推進していくという目的で公開しておるものでございます。ま

たそのほかにも、地区主体の実施の可能性を探るために地区との懇談会を開催したり、また、小水

力発電事業に対する市民理解を深めるため、講演会等を開催しております。 
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議員おっしゃる成果のところなんですが、現在市内の４河川において、民間事業者による事業化

が検討されておりまして、少し時間はかかっておりますが、最近の動向を見ますと、事業化に向け

た道筋が見えてきたかなというふうに感じております。 

また、今後も民間事業者の事業化が円滑に進むように、また、行政としても協力できるところは

協力してまいりたいですし、また、市長の当時の答弁にありました、新電力会社の設立につきまし

ても、また情勢等を確認する中で検討してまいりたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

糸魚川は、小水力発電の今後取り組む適地であるというふうに思うんですけども、そこを検討は

しているけども進んでいかないよと、こういうことだったと思うんですよね。以前の市長の答弁の

中でも、糸魚川市内での発電量というのは非常に大きいと。企業のものも含めれば、もうかなりの

発電量があったという答弁があったと思うんですけど、課長どうですか、そこのところ、もう一回

お答えいただけませんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

糸魚川市は、地形的なところに恵まれておりまして、水量、それから発電のために必要な高低差

といったところが、水源の小水力発電等にも適しているという大きな要件かと思います。 

当時、市長答弁にもありましたように、大変市内の発電会社の総計というのは、発電量の総計と

いうのは大きなものがありまして、また、その当時から比べても、また発電所が１つ増設になるな

ど、大変大きなものがあるというふうに思っております。そういったものを活用するための事業環

境が整うかどうかというのが、おっしゃった新電力会社の設立に向けた大きな要件だというふうに

考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

課長のご答弁のとおりだと思うんですね。それで、電力会社を造ることが目的ではなくて、いか

に地域内で作られた電力によって、それを市民に還元できるか、利益の還元があるかというとこだ

と思うんです。なので、売電をして収入を得たものが、市の財政を、負担を軽くしていくものにな

っていくとか、あるいは、緊急時でも市民が電力を使える安心感があるとか、あるいは農業の関係

に対しての応援ができるとか、そういう具体的な目的がないと、ただ電力会社をつくっても駄目だ

と思うんですよ。その辺のご認識は、いかがですか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

お答えします。 

議員おっしゃるとおりでして、会社設立の目的といったものが、きちんと市民なり市議会のほう

に説明できて、納得していただけるようなものでなければならないというふうには考えております。 

先ほど私、市内、今現在４河川で事業化が、民間事業者による事業化が進められてるというお話

をさせていただきましたが、そのうちの一つは、地元のほうとも、おおむねの合意ができておりま

して、災害時における電力の供給の締結等もしております。また、そういった形で、ぜひ地元にメ

リットがあるような形を、また電力会社、それから地元と協議しながら考えていきたいというふう

に思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

そのとおりですね、地元にメリットのあるもの、これを一歩進めてください。 

県境を挟んだお隣の朝日町で、ここ数年の間で小水力発電所が幾つもできているのはご存じでし

ょうか。 

朝日町のホームページから、みんなで未来！課のページへ進むと、再生可能エネルギー、カーボ

ンニュートラルの項目があり、そこに朝日町再生可能エネルギービジョン、令和元年１２月の資料

があります。計画策定から６年経過して、朝日町は、それを実現しています。朝日町の相ノ又谷水

力発電所が、２０２１年５月に完成しています。最大出力９６１キロワットの施設で、私は、その

現場を見に行ったことがありますが、本当に糸魚川と同じ景色ですね。 

こちらは、建設会社を中心とした新しい電力会社による事業で、主に売電事業を行うというもの

ですが、パンフレットには、地域との関係、地域貢献に触れているところがあるので紹介しますと、

小水力発電所の開発の取組を進め、脱炭素化に貢献するについては、地域の理解なしには進まない

ものと考えている。地方自治体との共同開発手法や地域のエネルギー資源の活用に伴う地域貢献方

法の開発も進めていきたいとあります。 

つまり、地方自治体との協力体制をつくることで事業ができるという。ならば何をしなければい

けないか。企業だけでなく、行政も考え、地域住民のメリットになるものを目指していくことが絶

対に必要だとも取れますし、また、そうでなければ、進めていく必要はありません。なぜなら、土

木工事を伴うことで環境に負荷があるし、もしもの災害時の対応には多大な費用がかかるわけです。 

ただ、そういったことを鑑みても、私は糸魚川に小水力発電施設と電力会社をつくるなどして、

今はまだ規制があるものの、地域内で電力を賄い、消費できる仕組みづくりを、水資源に恵まれた

糸魚川市で推し進めるべきではないか。それがこれからの糸魚川市の産業振興と経済発展につなが

ると考えます。市長のお考えを伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさしく今、議員ご指摘のとおり、非常に水に恵まれておるわけでございますので、糸魚川市と

いたしましては、非常に適地だという捉え方がございます。 

しかし今、またそれも議員がご指摘のように、いろいろな法整備なり、費用対効果等があるわけ

でございますので、そういったことの中で今、研究・調査をしておる状況でございます。 

私といたしましては、進めていく方向で、そして、それは住んでる人たちに還元していくのが、

やはり一番私は基本になってもらいたいと思っている次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市長、ありがとうございます。市長と合意形成できて、うれしいです。 

では、次の質問です。 

そもそも集落再生と都市再生をどう捉えているか。それは、米田市長が進めた施策で、どのくら

い実現できたとお考えか。市長は、中山間地域への市税を使い、再生することはできるが、都市再

生ということについてはどうなのかという、一部市民の声があります。これについては、いかがお

考えですか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

これは、都市再生というのは、やはり中心市街地の発展にいくことが、ベースにあろうかと思っ

ております。私は、駅北大火において、やはりそういった、もう一度活力を中心市街地につくって

いくことが大切な事柄と捉えて、復興まちづくり計画をつくらせていただきました。それに向けて

何が大事かというと、やはり住んでる人たち、またそこにいる人たちが、いかに自分たちの住んで

るまちのメリットを生かしていけるか、そして行政と連携を取っていけるかというところをこの協

議の中で進めていくことが大切だと思っております。 

そのような中で、駅北大火でいろいろと議論させていただいておりましたし、また、そういった

いろいろと進めてきた中において、それをこれからどのように取り組んでいくかというところに来

てるんだろうと思っておりますので、それを私は進めていくことが大事だと思っておりますので、

行政といたしましては、しっかりと連携していきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 
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○１８番（田原 実君） 

町なかのにぎわいづくりは、またこの後、質問させていただきますので、集落再生のほうの話な

んですけど、私が例に出すのは、これまでいろいろと物議もありました能生の柵口温泉権現荘です。

権現荘も、大きくは集落再生に必要ということで、長きにわたり市民からの税金を投入してきたと

いうふうに考えられますが、結果、集落再生は、かなったのでしょうか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

おはようございます。 

お答えさせていただきます。 

権現荘というところも含めて、地域振興といった視点でお答えをさせていただきますと、糸魚川

市が持続可能であるために、地域が持続していくといったことになってこようかと思います。その

ために過疎化・高齢化の中でも、地域活動を促進していただくと。促進をするために地域が話し合

いして策定する、地域づくりプランといった取組を進めてまいりました。権現荘を含めました上南

地区におきましても、そういった地域づくりプランに基づいて、活動を進めてきたものというふう

には思っております。話合いの土壌ができたといったところですとか、地域の方々が、自主的に取

り組むといった点については、ある程度成果があったというふうには考えております。 

ただ、なかなか人口減少のスピードが、それよりも進んでいるといったところもありますので、

引き続きどのような手だてが必要か、また、地域の皆さんと一緒になって考えていくといったとこ

ろは、大切かというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ちょっと一般論にすり替わっちゃったんですけども、要するに権現荘への長い投資をしてきたこ

とが、いわゆる集落の再生になったかということをお尋ねします。もう一度お答えいただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

おはようございます。お答えいたします。 

集落の再生につながったかという、直接的に聞かれますと、なかなか、つながったとはお答えし

にくいんですけども、その施設があることによって、地元の雇用、あるいは地元消費、そういった

ものがずっと維持されてきたわけですね。そういった観点からすると、地域に必要な施設というこ

とで、今なお、施設として、存続意義があるというふうに考えています。また地元の皆さんも、そ

の施設があることによって、そういった今ほど申し上げました雇用だとか、そういった商品調達に
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も寄与しているということで、今後もその施設についてはやっぱりしっかり維持していく必要があ

るというふうに考えています。集落の維持、また、保全につながったかということについては、ち

ょっと私も明確なお答えはちょっとできません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

そこを明快に答えないといけませんよね。今、権現荘のこと、問題になってるでしょう。大事な

部分だったと思います。 

次、ジオパークです。 

十数年にわたり米田市長が進めてきたジオパークは、市長のためのものだったのか、市民のため

のものだったのか。ジオパーク関係の事業にどれだけの費用がかかり、収支はどんな状況か。この

後かかる費用、市民の負担はどうなっていくのか、数字で教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えさせていただきます。 

平成２０年の日本ジオパーク認定から昨年の令和５年度までの１６年間に一般会計の決算を合計

させていただいた金額は、約５億６,０００万円でございます。このうち約４割が、ジオパルの掲

示や、解説板などのハード事業でございます。 

財源につきましては、国庫補助金が約４割、また市債が２割、また一般財源につきましては３割

でございます。そのほかの１割は、ふるさと糸魚川応援基金等で賄っております。 

今後の経費、また負担につきましては、解説板などのハードの整備は、おおむね終わったと思っ

ておりますので、講演会などの普及啓発活動や地域資源の保護・保全、また、ジオパーク観光の推

進など、ソフト面の事業が中心になるかと思っております。そのときは、やはり補助金や助成金な

ど、新たな財源確保に努めながら、事業推進に効率的に進めたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

これまでで５億６,０００万円、もっとかかってるかなと思ったんですけどね。 

ジオパークに期待されたものは、大きく２つ、郷土愛の醸成と交流人口の拡大、それぞれどのよ

うな成果を得たか。 

また、ジオパークの市民への浸透については、どう把握していますか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 
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○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

まず１点目の郷土愛の醸成につきましては、０から１８歳まで、子ども一貫教育の中で、ジオパ

ーク学習のほうをさせていただいております。やはりゼロ歳から長くやっておりますので、郷土愛

に関するアンケートを行いましても、全国平均よりも高い実績になっております。 

また、地域振興等につきましては、やはり他地域との差別化のほうは図れてきたのかなというふ

うに思っておりまして、やはりフォッサマグナミュージアム等、来場者も増えておりますし、また、

ほかのジオパークとの連携のほうも進めてきております。 

また、観光につきましては、新たに石探しツアー等、新たなメニューも増えておりますので、そ

ういったところで地域振興を図ってきたものというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

交流人口の拡大ということをみんな期待したんですよ。大勢の方が来て、糸魚川の中でお金を落

としていただいて、それが循環していくということを期待したわけですよ。そこら辺、いかがです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えさせていただきます。 

失礼いたしました。交流人口の拡大の中にやはり地域振興も含まれることから、同様なお答えの

ほうをさせていただいておりました。やはり交流人口ということで、フォッサマグナを活用した他

地域との交流というのは、ジオパークを始める前に比べれば、多く増えているというふうに思って

おります。 

また、ジオパークを活用した各種観光メニューのほうも、先ほどもお話ししましたが、新たに造

成しておりますので、他地域から糸魚川市にジオパークを見に来るという、交流人口の拡大につい

ては、様々な経費がかかっておりますが、それ以上の効果があったというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ちょっと苦しい答弁かなと思いますね。経済効果というのは、幾らですか。ざっくりでいいです

よね、何億とか。 

それと一般の、いわゆる観光とジオパークで来た人との線引きができないという言い訳はできま

せんよ、ジオパークがメインなんですから。それによって、どのくらいの経済効果が出ましたよと

いうことを、やはり今説明するのが行政の役割といいますかね、ぜひ、ご説明いただきたいところ
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ですけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

糸魚川の観光地というのは、ジオパークの中のジオサイトに、ほとんど一緒でございます。であ

りますから、以前と比べて、ジオパークになって、増えたか減ったかという形の中においては、か

なり増えておるわけであります。そしてその中で、なかなか地域の中の、やはり多く来ておるんで

すけども、金が落ちてないというようなご指摘、当然、我々もそのようなことを感じております。

他のジオパーク、全国のジオパーク４６あるんで、糸魚川を含めて４６あるわけでありますが、そ

の中でも、かなり観光地的な状況で、経済的な潤いがあるようなところが見受けられるわけでござ

いますので、糸魚川市といたしましても、もう少しやはりこの観光面という面で、もっともっとジ

オパークで学習研究だけのみならず、そういったところにつながっていけるようにしていきたいと

いうことで、私は、やはり今、この観光とジオパークを一体化して、さらにそのように持っていき

たいと思っている次第でございますので、これからのジオパークは、観光面でも通用するようなジ

オパークに持っていきたいと思っている次第であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ジオパークを続けたいという市長の思いはよく分かりますが、効果のないものをいつまでも続け

るわけにはいかない。数字で説明できない。これはまずいんじゃないですか。市のほうからも支出

が大きな金額があるしね、商工観光課長、やっぱり幾らの効果がありましたと、やっぱりここ言え

なきゃまずいんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えさせていただきます。 

議員おっしゃるように、やはり効果は数字で、目に見えることは必要だというふうに思っており

ます。 

ただ、先ほど市長答弁にもありましたように、ジオパークだけを抜いて、その効果の数字を出せ

というのはなかなか難しい面だというふうに思っております。やはりジオパークというのは、観光

資源の土台となるものでございます。その土台を使って、様々な観光のイベントやツアーのほうを

組ませていただいております。また、それについて、お土産もの等、商品の開発等も考えてはおる

ところでございます。 

つきましては、やはりジオパークを抜いて、その部分だけの効果というのは、なかなか出すのは
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難しいというのはご理解いただきたいなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

そうは言っても、そのためのセクションがあってですよ。ここで伺いますが、ジオパークのため

の職員雇用について、その効果をどう測っているか、具体的に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

ジオパークに関する職員ということで、特化して採用した職員はいないというふうに考えており

ます。やはり当市には、基幹センターになりますフォッサマグナミュージアムがございます。そち

らの学芸員ということで、様々な分野の学芸員の採用のほうをしてまいったと思いますので、その

点につきましては、若干、認識等は違うのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

では、ジオパークでは、学力調査のようにテスト・検定などをしていますが、その仕組みは、何

のため、誰のためか。その仕組みがヒエラルキー組織をつくって、市民を区別していくということ

にはなっていないか心配していますが、その点いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

ジオパーク検定につきましては、ジオパークを始めた時点から、当市のほうでは行っております。

やはりジオパークを改めてよく知っていただこうというところで、検定のほうは開始させていただ

いておりますし、子供たちもジオパーク学習のほうをしておりますので、そういった学習成果を出

せる場も必要だということで取り組んできたものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

検定等をやって、それ結構なんですけど、いわゆる階層的な組織をつくっていくことが目的にな

るってことは、これはよくないですから、そこはお気をつけいただきたいということで申し上げま
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す。 

次に、環境保全、希少生物の保護、植物や動物の生息する場所をちゃんと見て、保護できている

のか。それをどのように調査して、どのように確認をしたか。市民からは、ジオサイトの希少生物

をなくしていると連絡をもらっていますけれども、現状を把握していますか。具体例としては、今

井不動滝のモリアオガエル、その辺りいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

お答えします。 

ジオパークの中の希少野生動植物の実態について把握しているかというご質問ですが、私ども、

今、ジオパークの協議会の自然保護委員の皆さんとの話合い、それから私どもで任命をさせていた

だきました希少野生動植物のパトロール員さんとか、そういったところから事情については話を聞

いたり、あるいは報告を受けたりというようなことをしております。 

ただ、今お話にありました今井地区の件につきましては、そこまでちょっと詳細なことは承知し

ておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市民の声をお伝えしますと、希少生物が住む環境が整っていると。それを守るのがジオパークだ

ろう。なのに、その希少生物が滅んでいってしまうような形で、どんどんとジオサイトの中での、

工事等が行われているのはいかがなものですかという、こういうことなんです。市は、それを確認

したのか。それから、一度なくしてしまったその場所には、生物は戻ってこないよということを言

われているんですよ。その点、今後の取組としてはいかがですか。確認と今後の取組をお答えくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

希少野生動植物の保護条例というのを昨年、制定をさせていただきました。 

ただ、この条例は、開発行為等を制限する内容ではございません。そういったものをみんなで保

護し、地域の宝を守っていこうという理念条例的なものでございます。 

そういったところで、工事の、例えば工事の種類というか、やり方を変えるとか、あるいは中止

といったことはもちろんできませんが、現状の確認につきましては、そういった声をいただいた場

合には、担当課共々、私どもも環境生活課も行く中で、確認をさせていただいております。ただ、

あくまでそれは配慮をお願いしたいというお願いでありまして、制約するものではないということ
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でご理解をいただけたらと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

なかなか難しい問題ですね。しかしながら、ジオパークの先進地、世界ジオパークと言われてい

る以上は、そういったところはしっかり取り組んでいくべきではないかなと思います。 

次、ジオパークの基本なんですけど、これはロック、グリーン、カフェということで、大地と、

それから自然植物と、その上の人の営み・文化ということだと理解してるんですけど、これを糸魚

川市民が理解して楽しんでいるというふうにお考えですか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

糸魚川市が、ジオパークに取り組みまして１５年以上たっております。その中で、先ほどからも

お話ありましたように、ジオパーク学習、また、地域におけるジオパークの講演会等、ジオパーク

に関するイベント等も行わせていただいておりますし、ジオサイト等の案内も、看板等によりまし

て地域でさせていただいております。やはりジオパークというのは、基本的には大地になりますの

で、自分たちが今住んでるところが全てジオパークだという認識を糸魚川市民は、徐々にではござ

いますが、浸透してきているんじゃないかなと思っております。やはりジオパークという感覚もな

くても、糸魚川市の自然環境を、豊かな自然環境につきまして、それを使った様々なアクティビテ

ィ等も楽しまれていると思いますので、やはりそれがジオパークだということをしっかり市民が分

かるように、私らも伝えていかなければいけないかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市民は、ジオパークという感覚を持ってたほうがいいわけですよね、それなしでほかのこととい

うのではなくてね。まず、そこら辺が一番聞きたかったところなんです。 

それで、私は、ジオパークというものを意識して楽しむことが、また人を呼び込み、それが集落

再生になっていくんじゃないかなというふうに思ってきましたし、期待しているんですけども、そ

の辺いかがですか、そういう形になっているのか。 

それと、米田市長のジオパークで、市民の幸福感は増したとお考えですか、市長に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

ジオパークのやはり一番の基本は、住んでいる人たちが自分たちのふるさとに対して、愛着と誇

りを持つことがやはり一番ベースであります。 

先ほどの課長の答弁にもありますように、やはりこの糸魚川の自分たちのふるさとのよさという

のが、だんだん子供たちも定着してきて、その認知度も上がってきております。市民の皆様方にお

かれましても、そういった共通の認識というものが必要になるわけでございまして、ベースにはジ

オパークということで、他にない貴重なものが、我々のふるさとなんだというところを、やはり私

は位置づけてきました。 

そのようなことで、ユネスコ世界ジオパークという一つの認定をいただいておるわけでございま

して、それはやはり住んでいる人たちにとって誇りになっている部分があります。 

ただ、もう少しやはり、もっともっと掘り下げて、自分たちの住んでいるところの、自分たちが

これを誇りとできる、そして愛着を持てるものにつながっていけるように、これからもしていきた

いと思っております。ただ、おやしているだけで、ただ、いいんだと、ただ、ジオパークというこ

とでは、私はないと思っております。そういったことで、私たちのふるさとを、もっともっとやっ

ぱり愛着を持って、そして、進めていけるようにしていくのが、そしてそこで、いろいろ知識を共

有していくことが、ジオパーク活動だろうと思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ジオパークが市民を幸せにして、訪れる人を増やして、集落の再生にもつながっていくんだとい

う、そういうことで理解をいたしました。 

地域への愛着ということは、中山間地等の、いわゆる集落のある場所だけではなく、町なかもそ

うであります。私は、糸魚川の市街地で生まれ育ちましたので、やはりそちらへの愛着ってのは非

常に強いです。それがあって、糸魚川に帰ってきたというところもあります。 

そういったことで、伺いたいんですけども、平成２９年、駅北大火からの復興工事についてです。 

復興工事期間は終了しましたが、どれだけ費用がかかり、その収支はどのような状況か。また、

この後かかる費用、市民の負担はどうなっていくのか、まず、数字で教えていただきたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

おはようございます。 

お答えさせていただきます。 

復興事業、まだ途中の部分もございますけれども、これまでにかかってきている事業、令和４年

までの事業の合計になりますけども、４６億円ほどかかっております。これには美装化ですとか無

電柱化、国の補助金等々も入った中で復興・復旧を進めてきているといった状況でございます。 
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○１８番（田原 実君） 

この後かかる費用を答えてください。 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

失礼しました。この後かかる費用でございますけれども、当然、防災公園等を設けております。

そちらの維持管理経費、それから、駅北広場のキターレ、ここに係る指定管理料、施設の維持管理

費といったものが考えられますけれども、今現在かかっているもの、公園につきましては、およそ

年間５０万円ぐらいの維持管理経費。それからキターレの部分に関しましては、指定管理料で

１,７６０万円というのが今年の予算ベースの金額でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

室橋こども課長。 〔教育委員会こども課長 室橋淳次君登壇〕 

○教育委員会こども課長（室橋淳次君） 

おはようございます。 

今後、かかっていく経費といたしましては、ただいま駅北に子育て支援複合施設を計画しており

ます。そちらの費用といたしまして、今、建設費用といたしまして１２億４,２００万円で整備の

計画を進めておりますし、維持管理費用といたしましては、年５,０００万円ということで計画を

しているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

２００トンの防火水槽と防災備蓄倉庫を造りました。被災者住民、市民のためとなっていますか、

伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

２００トンの防火水槽、また防災備蓄倉庫ですかね、なんですけど、まず、２００トンの防火水

槽につきましては、市長答弁にもありましたとおり、まず、防火水槽を使うことがないといったこ

とは我々も望んでいるところなんですが、万が一、火災があった場合には、火災を広げないといっ

たところで市民の安全につながりますし、また安心につながるといったようなところで大型防火水

槽は有効というふうに考えております。 

また、備蓄倉庫につきましては、今回の１月１日の能登半島地震で、地元の大町区の方、非常に

あそこにあって安心したといったようなお声もいただいております。今後につきましても、備蓄倉

庫の中身の充実・強化を図っていくといったようなところで、市民の安全・安心につながっている



－ 78 － 

ものと捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

せっかく造ったものですし、維持管理費もかかっていきますんでね、本当にそれが役立つもので

あるように、お気をつけいただきたいと。備蓄品を取りに行くのが大変だったという声、聞いてま

すよね。そういったところもちゃんと拾っておかないと、造りましたね、使えませんでしたねとい

うのは、まずいんじゃないかなと思います。 

次は、回遊によるにぎわいを前提に、分散して設置した防災広場は、被災者住民、市民のためと

なっているのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

駅北大火で被災された方々との、幾度となく調査なり、また懇談をする中で、ご承知のとおり、

また元のところにお戻りいただけるかどうか。また、どのようにこれからしていくかというような

調査の中で、約３割の方がお戻りになられないというような状況がございました。 

そういう中で、その一つのブロック単位に捉えながら、どのようにそこを整備をしていくか、整

理をしていくかという中において、そういった帰られない方々の土地をどのように有効活用してい

くかという中で造られたものでございまして、それを一つにまとめるというのは、やはり土地のそ

の再生の中においては、時間的にもやはり経過というのはなかなか難しい部分がございましたので、

各ブロックの中において、そういったエリアもつくらせていただきました。でありますから、それ

は、やはりいろんな面でこれからの市民生活の中において緑地帯、またはそういった余地というの

も必要だという中で設置をさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

今のご答弁は、防災公園をあちこちにばらばらに配置してしまった、その理由ですよ。だけども、

これ造るときは、分散したほうが回遊してにぎわいが出ると言ったんですよ。それで承認したんで

す。なっていないじゃないですか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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それは、やはりこれからのまちの振興の中でどのように使っていくかというのがやはり、施設を

使っていくのは行政と、また市民の皆様方の連携で、ただ、行政だけでできるものではございませ

ん。そして、それは今言ったように設置したのはそういう形でいたしましたが、活用については、

いろんな面で利活用できるエリアにはなっております。やはり一つにまとめると、１か所に行かな

くちゃいけないということで、基本的に分散方式、駐車場においても同じでございます。そのよう

な形で設置させていただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

その基本的な考えが正しかったのかね、それとも、そうでなかったのかですよ。大変気になると

ころです。 

次は、耐火仕様の雁木、耐火仕様の建物の条例制定は、被災者住民、市民のためになっているの

か伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

お答えいたします。 

今回のこの耐火仕様の雁木、それから耐火仕様の住宅のものでございますけども、もともと駅北

大火という大きな大火を発端として制定しているものでございまして、雁木につきましても耐火仕

様のもので類焼を防ぐというようなことで補助を行っているものでございますけれども、民間ベー

スで、雁木本体で１１件の補助をしております。それから、行政で作った雁木、それが５か所ござ

います。こういった耐火仕様の雁木を設けることによって、類焼を少しでも防ぎたいということで、

今回、仕様に係る部分の補助を行っているものがございます。 

それから、耐火建築物に係る補助ということで１４件、本町通り沿線で１４件、それから本町通

り沿いからちょっと離れた駅北の今回の大火の地域、被災地域ですね、そちらで３３件の助成をさ

せていただいております。こういう耐火建築物が増えることによって、大きな大火になることを防

ぐといったことで取組を進めてきております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

火が大きく燃え広がった一番の原因は、飛び火でした。その細かいことはもう言いませんけども、

雁木を伝って、火が広がっていったということでないのに、なぜ雁木を耐火にしなければいけなか

ったか、お金をかけなければいけなかったかというところありますけども、既にできておりますん

でね、今ここで、これ以上言うのはやめましょう。 

今現在使われている建物の話にします。 
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駅北交流施設キターレの建設工事と運営の外部委託は、被災者住民、市民のためとなっているの

か伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

駅北広場キターレにつきましては、地域住民の方につきましては、健康体操ですとか、地域の方

が寄れるような事業も行っております。そのほかにマルシェですとか、外からキターレにお越しい

ただくようなイベント事業なども行っております。これ、大火前のキターレが設置される前までに

は、そういった別のイベントでお越しいただくことはあっても、定期的にやるイベントというのは

なかったと思っております。そういったものをキターレで実施することによって、目的を持って駅

北地域にお越しになられる方が増えているといったことで、効果があるものというふうに考えてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

キターレににぎわいがないが、一体どうなってるんですかという市民の声なんですよ。これ昨日、

市民から頂いたメモなんですね。キターレにぎわいなし、どうなんだということですね。市民の負

担はと、私に質問してほしいということなので、今質問しておりますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

キターレに関しましては、にぎわいの部分ですとか、中で何をやってるか見えないといったよう

な様々なご意見はいただいております。 

ただ、取組全体としては、指定管理者ともに頑張っていただいておりまして、年間１万

６,０００人を超える利用者があるということで、意見は様々かと思いますけれども、引き続き市

民の皆様から愛される、また多くの方から訪れていただくような取組を続けていきたいというふう

に考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

キターレを造るときの一つの課題は、収益性と持続性だったと思いますね。その辺はどうですか。

経営計画のようなものというのはちゃんとあって、そのとおり進んでいるのか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 



－ 81 － 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

指定管理による運営ということで、行っていただいております。指定管理を始める際には、経営

計画を立てていただいて進めていただいておりますけども、今行っていただいています指定管理者

に関しましては、電力の高騰ですとかいろいろ不確定要素というのはありますけども、おおむね今

の計画のとおり運営をしていただいてるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

やっぱりにぎわいづくりのために造りますということだったんですよね。そうなっていないとい

うことを市民から指摘を受けているわけです。市のほうで、市民会議の中でつくったにぎわいの定

義は、市内から市外から目的を持って街に人が集う、糸魚川に魅力を感じた人たちが、たくさん訪

れている、駅に降り立った人たちが、街なかを回遊している。住民同士の結びつきが強く、たとえ

１人でいても寂しくない、町の環境整備が行われ、利用されていると。一部はそのような形になっ

ているかと思いますけども、このキターレに関しましては、当初の目的を果たしたものになってい

るかと言えば、なっていないという市民の声があります。これからもお金かかっていくということ

ですけども、一体どうなっていくんでしょうね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

先ほど街のにぎわいは、まず、そこに人が来ることということで、都市施策課長のほうから１万

６,０００人という、これを今度、逆に数字ではお話ししました。 

ただ、いまだにキターレのところは、何をやっているか分からない。また、私に聞こえてくる声

は、いつも決まった人たちが決まったことをやっているところでちょっと入りづらいとか、そうい

ういろんな声は聞こえてきます。 

ただ、指定管理者のほうもそういう声、私どもは聞きっ放しではなくて、毎月毎月のコミュニケ

ーションで、かなり歯にきぬ着せぬような、そういう言葉も相手に伝えながら、じゃあ役所とすれ

ば、どうすればいいか、キターレとすればどうすればいいかとかいうことを本当に積み上げている

途中でございます。いろんなそういう苦言、具体的にご指摘いただければ、当然、一つ一つ改善し

てまいりますし、にぎわいにつながっていくよう回遊の一つのもと、発信の場所になるように今後

目指してまいりますので、ぜひこれからも、キターレに対するご意見等をぜひお寄せいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

部長からお答えいただいたんですけど、行政に向かって意見・苦言を市民が言うんですか。それ

は言いにくいでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

一般の方にしてみると、市役所に来て、いろいろとお伝えをするというのは、非常にハードルが

高いかと思います。結構３階には来られるんですが、それはもう本当に困って困ってどうしようも

ないからという感じで来てくれという状況で、キターレのそういうにぎわいにつながっていないと

いうところをわざわざ市役所に行って、お伝えをいただくというところは、なかなか市民にとって

ハードルの高いことかと思います。 

ただ、そういう声を吸い上げていただいて、行政につないでいただく役割も議員の皆様方にはあ

るかと思っていますし、私どもも、ただ、何かあれば来てよというような、そういう状態のスタン

スは取らないです。そういう意見をどうやって吸い上げていったらいいかという努力もしてまいり

ますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

溝を感じます。 

次、質問の２、駅北子育て支援複合施設の必要性について、再質問をさせていただきます。 

まず、この遊戯室なんですけど４５０平米ですか、必要ですかね。まだその根拠というのは、私

は分からないですね、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

室橋こども課長。 〔教育委員会こども課長 室橋淳次君登壇〕 

○教育委員会こども課長（室橋淳次君） 

お答えいたします。 

４５０平米ということで、今、要求水準書のほうで提示をさせていただいております。これまで

も３００平米程度といったところでの検討もさせていただいた経過もございますけれども、実際に

現場等で、アソビバ等でお子さんたちが動いている姿などを見る中で、４５０平米ということで今

現在、計画のほうを進めさせていただいているというところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

子育て支援複合施設が、にぎわいに資する建物になるかどうかということですけども、施設運営

の手法と経費、市民負担について、もう一回、担当課に伺いたいと思います。これは市民の理解と

合意形成においてですね、そこら辺をちゃんと分かっていただいてるか。やはりまず、大勢の人が

来て、周囲がにぎわうということ、これを住民、市民に説明して、市長が進める今のやり方でよい

というふうに市民、住民が言ったのか。いつ言ったのかということ、そこもお答えいただきたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

室橋こども課長。 〔教育委員会こども課長 室橋淳次君登壇〕 

○教育委員会こども課長（室橋淳次君） 

お答えいたします。 

この計画を進めるに当たりましては、市民の皆様方、子育て世代でありますとか、各地区の関係

の皆様等にも３巡ほど懇談会等も持たせていただいて、計画のほうをご説明させていただいており

ます。そういった中でご意見をいただく中で、今の基本計画といったところを定めさせていただい

ているところであります。 

ご質問の、いつじゃあ市民がオーケーと言ったかというところは、なかなか明確になるところで

はございませんけれども、今現在このような形で計画を進めさせていただいておりまして、今後、

今施設のほうのＤＢＯで進めておりますが、あらあらの図面といいますか設計の部分が出てきまし

たら、また市民の皆様とご意見をいただくといったような場も設けていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

建設計画推進によって都市機能が充実し、施設周辺に若い人を呼び込み、新幹線駅周辺に人口が

増えるきっかけとなるとお考えですか。どのようなプロセスを経て、そのような状況に持っていか

れるとお考えですか。詳細に説明願います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

お答えいたします。 

様々な施設、今建設中でございます。今ほどありました子育て支援複合施設もそうですし、キタ

ーレですとか、あと防災公園、こういったものの当初の目的の機能ですね、今それを果たすべく今

活動している最中でございますので、そういったものが発揮されることによって、都市機能が上が
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って、地域の活気が出て、若い人たちが、そこに移り住むといったところが目的でございますので、

最終的な目的・目標でございますので、そういったふうになるように、今後も取組を続けていきた

いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

米田市長が、新築やＤＢＯ方式にこだわるのは、なぜですか。市長に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

冒頭にお答えいたしましたように、やはり多くのいろんな意見を聞く中で、そしてまた、そうい

った知識、また、いろんな見地を持ったり、能力を持った人たちから、やはりいろんなアイデアを

出していただいて、我々の目的に合った施設に持っていただきたいということで、このＤＢＯ方式

を取り組ませていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市民に納得と理解がないので、合意形成できていませんよということを申し上げています。どう

されますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

合意形成とか言っとるんですが、我々はやはりそういった意見をまとめた中で判断をさせていた

だいているわけであります。田原議員は、反対をされるということであれば、そういった意見もあ

るということはしっかりとこの計画の中で、我々は頭に入れながら進めていきたいし、また、推進

をしてくれという要望があるわけでありますので、そういったところに対して今、取り組んでおる

状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

前を向いて進みましょう。 

終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 
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以上で、田原議員の質問が終わりました。 

ここで、暫時休憩いたします。 

再開を１１時半といたします。 

 

〈午前１１時２５分 休憩〉 

 

〈午前１１時３０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、東野恭行議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 〔１０番 東野恭行君登壇〕 

○１０番（東野恭行君） 

おはようございます。みらい創造クラブの東野恭行でございます。 

発言通告書にのっとり、１回目の質問をさせていただきます。 

１、社会保障関係費抑制に向けた取組と、ふるさと納税増加に向けた取組について。 

(1) 高齢化の進展による影響などで全国的に増加傾向にある「社会保障関係費」ですが、糸魚

川市として社会保障関係費抑制に向けた取組について伺います。 

(2) ２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの間、全国規模で、ふるさと納税の受

入れ金額が１兆１,１７５億円となっており、４年連続で過去最高を更新していますが、糸

魚川市の今後のふるさと納税増加に向けた今後の見通しと取組について伺います。 

２、糸魚川市における生涯スポーツの振興について。 

(1) 糸魚川市が発祥と言われるニュースポーツの「スポレック」。手軽に誰でも楽しめるスポ

ーツですが、市内の競技人口の推移について伺います。 

(2) 「スポレック」は１９８４年に糸魚川市教育委員会が気軽に楽しめる生涯スポーツとして

ルール化、発祥から４０年、人口減とともに競技人口も年々減り続けていますが、過去に小

学校の体育の授業に取り入れるなど、普及に向けた活動をされた経緯はあるか伺います。 

(3) 美山多目的グラウンドでは、学童野球の大会が行われると、周辺の駐車場が手狭になって

いるが、安全性確保のため、新たな駐車場の整備の検討はあるか伺います。 

３、新成人を祝う会について。 

(1) 令和４年４月１日より、民法改正により成人年齢が１８歳となりました。令和５年度（令

和６年３月１６日土曜日）に開催された新成人を祝う会（成人式）の参加者数と開催時期の

適正について伺います。 

(2) 令和６年度の新成人を祝う会が令和６年１１月４日（月・祝）に予定されているが、開催

時期の検討の経緯について伺います。 

４、糸魚川市の定住人口拡大施策と子育て支援について。 
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(1) 柏崎市では２０２３年１０月より、１・２歳児の保育料が無償化されています。糸魚川市

においても未満児の保育料に向けての検討はあるか。未満児保育料の無償化が実現した場合、

年間予算の試算を伺います。 

(2) 定住人口の拡大として、市外から新たな受入れの施策も大切ではありますが、今住んでお

られる方の幸福感を増幅させる取組について、糸魚川市の取組とお考えを伺います。 

以上で、１回目の質問を終了します。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

市長に代わりまして、東野議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、必要な社会保障サービスを提供するとともに、高齢化に伴う医

療・介護給付費等の負担軽減に向け、健康寿命の延伸を目指し、若い世代からの健康づくり事業に

取り組んでおります。 

２点目につきましては、年々寄附額が増えており、今後も、より多くの皆様からご寄附いただけ

るよう、効果的な情報発信を行うとともに、返礼品の充実に努めてまいります。 

２番目と３番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

４番目の１点目につきましては、県内他市の状況把握等を行っているところでありますが、給食

費を含め、約６,４００万円と試算をしております。 

２点目につきましては、いつまでも健康で住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、総

合計画に基づき、様々な取組を行っております。 

市民が、いきいきと幸せに暮らせることは、市民の定住はもとより、市外からの移住のきっかけ

につながるものと捉えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

東野議員のご質問にお答えいたします。 

２番目の１点目につきましては、市スポレック協会の会員数は、減少傾向でありますが、年代を

問わず愛好者は多いと捉えております。 

２点目につきましては、市スポレック協会が中心となり、市内小学校のクラブ活動などの指導や

市民向け教室、市外における指導など、広く普及を図っております。 

３点目の駐車場につきましては、今後、検討してまいります。 

３番目の１点目につきましては、参加者が４３人と少なかったことから、開催時期や内容を見直

したところであります。 
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２点目につきましては、５年度の成人式参加者へのアンケート結果のほか、市内３高校と相談し

た上で、開催時期や内容を決定したものであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきます。 

１番の（１）から社会保障関係費の抑制に向けた取組について再質問させていただきます。 

財務省のホームページの資料では、高齢化が急速に進み、社会保障関係費は年々増加している。

一方、財源は確保できておらず、子供たちの世代に負担を先送りしている。現在、この先送りの状

況を打開し、持続可能な仕組みを次世代に引き渡すため、様々な取組を進めているとあり、最後の

ページでは、未来のために今私たちが何をすべきか考えてみようと問いかけています。 

明確な答えは書かれておらず、政府や地方自治、政治家、企業、学校、市民、それぞれに具体的

に何をどう変える必要があるのか投げかけております。人材不足と財政の悪化により、医療・介護

サービスが高額なぜいたく品にならないよう、糸魚川市はフレイル予防などを推進しておりますが、

これからは高齢者だけにとどまらず、広い世代に健康寿命の延伸について意識して推進していかな

ければならない、このように考えます。 

第２次健康いといがわ２１の中から、はぴねす健診について伺いたいと思います。 

健康づくりセンターは、はぴねすを会場に実施する３９歳以下限定の健診。当健診受診者に限り、

当日の施設利用を無料にし、運動習慣のきっかけづくりも行っていますとありますが、開催頻度や

開催時期、利用者とその関心度について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

開催の頻度ですが、年１回、時期といたしましては、おおむね６月の上旬、それで参加者、利用

者数ですけども、こちらのほうは、始めた平成２９年度時点では７０人ぐらいいらっしゃったとい

うふうに認識しておるんですが、ここ数年は５０人前後というふうになっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

私も最近調べて、ホームページで知った状況なんですけども、大変いい取組かと思いますので、

私もう受けられないんですけども、ぜひ広く広めていただきたい、このように思います。 

以前、五、六年前になりますが、山形県上山市にクアオルト事業について視察してまいりました。
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過去の一般質問でも、多くの議員さんがご質問されております。 

同市は、山形県内でも高水準にある市民１人当たりの医療費や高齢化率、さらには観光で訪れる

年間宿泊者数の減少などもあり、平成２０年より、市民の健康寿命の延伸のみならず、地域活性化

など、まち全体を再生させようと事業をスタートしました。前述の上山市は、健康ウオーキングに

年５回以上参加した人の国民健康保険の医療費の増減を外部機関に調べてもらったところ、参加し

ていない人に比べ、平均１万３,５９１円の削減効果があったと、２０２１年に発表しております。

同市は、企業とのコラボレーションも進んでいるようです。 

近隣の先進地である妙高市でも、このクアオルト事業について取り組んでおりますが、研究調査

されたことはあるか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

健康づくり担当課として、具体的な調査研究は行っておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

行っていないということでございますが、妙高市は、日本クアオルト協議会に加盟されておりま

すが、糸魚川市においても、美山公園の活用や、これから繰り返し開催されるであろう翠ペイを活

用したウオーキングイベントなどを踏まえて、クアオルトの概念規定について調査が必要であると

は思いますが、研究調査を進めていただき、検証していただき、クアオルト事業に取り組む検討を

ぜひしてみてはいかがかと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

当市では、既にスマートフォンアプリのグッピーヘルスケアというもので、歩いて健康づくりと

いうものを推奨させていただいております。これの取組を充実させてきていて、今、市民の方で、

約５００名の方からお取り組みをいただいております。 

そのようなことから、今年度については、翠ペイとの連携も図っておりますし、まずは、これを

進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

繰り返し質問になりますが、このクアオルト事業について研究・調査しなかった理由というか、

もう眼中にないというか、そんな感じなんでしょうか。大変いい取組かと思うんですが、その辺の
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経緯を教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

全くそれが、効果のないものだというふうな捉え方ではなくて、こういった事業があるというこ

とは認識しておりますし、非常によい取組だと思っております。妙高市の例も、ロッテアライリゾ

ートと連携して、グリーンシーズンを利用した、豊かな自然環境の中をゆっくり歩いてというよう

な健康づくり、そのように捉えておりますので、私どもの分野で具体的な検討はしたことはござい

ませんが、今現在、私たちとすれば、スマートフォンアプリグッピーによる、歩こうということを

推奨させていただいてますので、その取組を進めてまいりたいというものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺市民部長。 〔市民部長 渡辺 忍君登壇〕 

○市民部長（渡辺 忍君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

今、健康増進課長の立場でお答えをさせていただきましたが、この事業につきましては、福祉の

関係といいますか、フレイル関係の予防という部分も関係してまいりまして、いわゆる福祉部門も

関係してくることから、市民部としても調査研究を進めて、当市にどのようにそぐうかどうかを研

究してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

この提案の要旨なんですけども、結局、クアオルト事業をやってくださいとかということじゃな

くて、中身を調査研究していただいて、いい部分を採用していただきたいという、そんな思いで提

案させていただいております。 

子供たちの世代に負担を先送りしているという事実から、健康寿命を延ばそうという機運を今以

上に広い世代に高めていかなければならない、このように考えております。 

財務省の資料で、国は財政健全化を目標として２０２５年には、国、地方を合わせたプライマリ

ーバランスの黒字化を示唆しております。つまり、一地方自治体も歳出を抑える努力をしなければ、

失礼しますね、どこまで言ったかな。 

休憩をお願いします。すいません。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 
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〈午前１１時４６分 休憩〉 

 

〈午前１１時４６分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

２０２５年度には、国、地方合わせたプライマリーバランスの黒字化を示唆しております。つま

り、一地方自治体も歳出を抑える努力をしなければ、消費税の増税は、やむを得ないとも捉えられ

ます。こういった事実を、糸魚川市においても分かりやすい言葉で市民に伝えていかなければなら

ないと考えます。クアオルト健康ウオーキングも、社会保障関係費を抑制する一つの手段であると

考えますが、これからも糸魚川市も翠ペイなどと連動して、健康寿命延伸を強く意識したまちに向

けて、引き続き取組を強化していただきたい、このように考えます。 

それでは、（２）のふるさと納税増加に向けた今後の見通しについて、再質問させていただきま

す。 

現在の糸魚川市におけるふるさと納税の納税額は、令和５年度の決算で３億７,０００万円との

ことですが、糸魚川市も例外なく納税額が年々増加しております。ふるさとチョイスを拝見すると、

返礼品はお米を中心に地場産品のラインナップも豊富でありますが、納税目標額をさらに高く設定

し、返礼品の流通をさらに増やすことを考えると、現在の返礼品のラインナップとエントリーで納

入額の大幅アップは見込めるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

先ほど１回目の質問の中にもございましたように、年々、ふるさと納税の額が上がっていくにつ

れまして、国のほうでも返礼品について、厳格にルールを定めてきております。その中で、ふるさ

と納税返礼品としてお返しできるものは、市内で生産されたものですとか、市内で生産されたもの

を主原料として加工された製品などといった形になってきております。 

当市における返礼品は、お米が一番多く選ばれておりますけれども、さらに寄附額を拡大するた

めには、そういったお米以外の返礼品を充実させていく必要があるというふうに思っております。 

ただ、先ほど言いましたように、そのルールが厳格化された中で返礼品としての取扱いが可能か

どうかといったところも確認をしながら、また、生産者の方、それから提供いただける方々と調整、

話合いをさせていただきながら、返礼品の充実に努めていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 



－ 91 － 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

ふるさと納税については、寄附金額が毎年変動し、市の経常経費として扱いにくく、寄附金とい

う性格・性質から、本来当てにしてよい財源と捉えられないのかもしれません。 

中小企業にとって、ふるさと納税は、返礼品のお米や物産品がたくさん流通することによって、

地域経済が活発化することが一番の利点であると考えます。 

しかしながら、寄附額の目標を４億から５億、１０億と高く設定するとなると、一般のふるさと

納税メニューのみならず、地域の実情に応じたプロジェクトを立案し、目標値を定めたクラウドフ

ァンディングのような寄附を募る必要があると考えますが、そのようなプロジェクトの実施は、可

能であるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

他の自治体では、そういった特定の事業、プロジェクトに対して寄附を募るといった取組も行っ

ておるようであります。 

したがいまして、事業を特定することで賛同いただけるといった形で寄附を伸ばすといったこと

も可能なのかなと、期待できるかなというふうには考えております。 

ただ、現在のところ、まだ市のほうでは行っておりませんので、今後の検討の中で、事業名を特

定して支援する、寄附をお願いするといったことも検討していきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

昨日の朝のニュースだったと思うんですけども、南魚沼で取り組んでられる事業で、結局どうい

う目的でというところで、地域の道路の舗装にふるさと納税を充てたいというので、結局その目標

値が完遂して、実際、今までやれなかった舗装ができたとか、そういったニュースが流れておりま

して、私、あくまで個人的な見解なんですが、例えば、学びの多様化学校設置に係るような費用、

旧校舎の、例えば改修ですとかフリースクールの設置などにその寄附を充てるという、こういった

ことは可能なのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

現在のところは、特定の目的ではないですけれども、ふるさとの魅力づくり、魅力発信ですとか

地域づくり、安全・安心といった形で、そういった目的にふるさと納税を使わせていただきますよ

といったところは、広報はさせていただいております。 
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今ほど議員おっしゃられたみたいに、特定の事業といったことになりますと、今後、先ほど申し

上げましたように、事業が先にあり、そこにふるさと納税を充当していくというスタイルであると、

その事業を行政として実施していくのかどうかというのが、まず前段にあって、そこのところをし

っかりと決めていく、定めていく必要があるのかなというふうに思っております。ふるさと納税で

目標額に達しない場合というのもあろうかと思いますので、そういった場合の事業実施も含めまし

て、制度設計をしていく必要があるかなというふうには感じております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

今、答弁いただきましたとおり、慎重な制度設計が重要になってくるかなというふうに感じまし

た。 

ふるさと納税については、現金をお持ちの方の市外の方、そういった企業の方のお金を滞留させ

ないすばらしい取組であると思っております。企業版ふるさと納税のプロジェクトと併せて、鋭意、

また取組をぜひ強化していただきたい、このように要望いたします。 

続きまして、２番目の生涯スポーツの振興について、市内の競技人口の推移について、再質問を

させていただきます。 

スポレックに限らず糸魚川市では、ビーチバレーやグラウンドゴルフの大会なども開催されてお

り、生涯スポーツが大変盛んなまちであると実感しております。糸魚川市は、第２次生涯学習推進

計画において、生涯スポーツの振興による健康づくりや健康寿命の延伸に向けて計画的に施策を展

開するとあり、先ほどの質問と連動いたしますが、若年層から普及に向けた取組をするべきと考え

ますが、その取り組まれているスポーツを若年層に向け進行するには、関係する保護者やご家族の

ご協力が肝になると考えますが、このスポレック協会と、このような連携を図っているのか、今現

在図っているのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

今、若年層ということでありますけれども、糸魚川市の場合、スポーツ協会がジュニア育成団体

に対していろんな支援を行っております。例えば運営の支援であるとか、全国大会出場への激励だ

ったり、それから指導者の研修会の開催などを行う形で、スポーツ協会、各競技団体の若年の競技

の方と連携を図っているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

人口減少に伴いまして、どのスポーツにおいても競技人口が減少しております。スポーツ協会の

会員の皆様は、それぞれの分野でご活躍されておりますので、担当課で、引き続き変わらぬサポー

トや支援をよろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、（２）のスポレックの普及に向けた活動をされた経緯はあるかという再質問をさせ

ていただきます。 

現在、スポーツ協会に所属されているスポレック協会のご協力により、小学校では課外授業とい

う位置づけでスポレックを楽しむ機会が提供されているとのことですが、それら取組の効果や協会

の方々が、苦労されている点などをお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

スポレックは、糸魚川発祥のスポーツということで、ここまで全国に普及しているのは当時の教

育委員会や、またスポレック協会の皆さんが、熱心に活動があったことと捉えております。現在も

スポレック協会の皆さん、学校の指導のほうに出向かれていまして、子供が大会に参加するなど、

競技者の裾野は広がっていると思いますけれども、先ほど答弁にありましたように、やはり会員は

減少しているということで、減少に伴い、運営上の苦労、例えばお金の面であるとかそういうとこ

ろは、苦労が増えてきているのかなというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

今ほど金銭面でそういった苦労が増えている、そういったところはもちろん支援していただきた

いと思うんですけども、その学校の指導に行かれる際に、例えば学校の課外授業とかということに

なりますと、やっぱり時間が平日の真っ昼間ですとか、本当に働く人にとってはなかなか行きにく

い、そういった時間にそういった授業が展開されるのかなというイメージがあったもんで、そうい

った面で、運営の面で課外授業についてご苦労されている点、分かりましたらお聞かせいただきた

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

今、部活動が地域移行してきて、地域の方が子供たちのクラブ指導を入ってくるという動きがあ



－ 94 － 

りますけれども、確かに今みんな働いている中で、子供たちの指導を本当にきめ細かくできるとこ

ろまでというのは、やはり環境体制が整うのは、保護者の理解もありますし、企業側の理解も必要

かと思います。 

ただ、間違いなくそういう形でこれからも進んでいかなければいけないと思いますので、環境整

備のほうに努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

スポレックに限らず、課外授業などで普及活動をしてくださっている協会の方々に、いま一度敬

意を表しますが、これからも担当課の方からも、健康寿命延伸の観点や、糸魚川発祥のニュースポ

ーツであることの認知を再度深めていただきたい、このように考えております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

続きまして、３番目、美山グラウンドの多目的グラウンド、美山多目的グラウンドの件について

でございます。 

過去の私の一般質問で、多目的グラウンドを少年野球場に条例変更してほしいとお願いした経緯

がありましたが、その後、フェンスや屋根つきのベンチの設置などをしていただき、少年野球場と

しても設備も大変充実してまいりました。成人のソフトボールの大会などにも使用されております

が、大会などが開催されると、管理棟周辺の駐車場だけでは手狭になり、東側の舗装されていない

場所に車が駐車されていることと思います。学童野球の準決勝、決勝などが開催されると、応援す

る方々の車でごった返しております。利用者に安心して止めていただくように、管理棟の東側をで

きるだけ拡幅し、スペースを確保することは可能であるか伺いたいと思います。 

○議長（松尾徹郎君） 

昼食時限のため、暫時休憩いたします。 

答弁いただいてからにしますか、よろしいですか。 

○１０番（東野恭行君） 

はい。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

再開を１時といたします。 

 

〈午後０時０１分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

大会が開催されるときには、議員さんがおっしゃるような車の状況であるということは承知して

おります。 

多目的グラウンドについては、少年野球やソフトボールが使いやすいように整備をしてきており

まして、今後の利用の状況を見ながら、必要な整備について検討してまいりたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

お願いします。なかなかあそこを完全に舗装するとなると大きな費用がかかるなというのがすご

く予測はできるんですけども、例えば草むらな状態になってるところですとか、そういったところ

に止めるとなると、やはり接触事故とか、そういったのも懸念されるんで、例えば黄色と黒の虎の

ロープを張って線を引くとか、そういった工夫もできるのかなというふうに考えておりました。 

これからの地方は、どんどん公共投資に係る費用が圧縮され、慎重な判断で投資していかなけれ

ばいけないと考えます。 

先般の糸魚川タイムスの報道で、糸魚川市令和５年度決算実質収支は黒字と書かれておりました

が、長期的視点で見ると歳出の増加を見込んで計画しなければならないと考えております。要望に

対してどのような対応ができるか、それぞれにご相談いただき、進めていただければというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 

続きまして、３番の新成人を祝う会の参加者数と開催時期の適性についてであります。 

４３名の参加であったということでございますが、高校生が卒業される年の３月は、引っ越しが

あったり自動車学校に通われていたり、受験生や就職される方にとって忙しい時期かなとも考えま

すが、そもそも、はたちの集いがあるから参加しないとの声も聞かれました。お祝いしたいという

大人の気持ちとは裏腹に、新成人の気持ちも尊重すべきなのかなとも考えましたが、これから糸魚

川市は、変わらず１８歳の新成人を祝う会とはたちの集い、両方を開催する方向でお考えか、伺い

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

新成人を祝う会について、お答えさせていただきます。 

ご指摘のとおりで、やはりなかなか内容や開催時期の設定というのは難しいということを実感し

ております。今よりよい方法を探っている途中でありまして、今後の在り方も含めて、内容を検討
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する必要があると考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

はたちの集いに関しまして、お答えをさせていただきます。 

二十歳の皆さんですとか保護者の皆さんの意識ですとか、ニーズが変わることがあれば、また、

開催の検討といったこともあるかもしれませんけれども、今のところ当面は、継続してはたちの集

いに関しては開催していくというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

答弁の中で、市内の高校にアンケートを取られたということでございますが、アンケートの取り

方、どういった設問だったのか、分かる範囲で教えていただけたらと思いますが、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

昨年度につきましては、成人式をする前と、また後と、２回ほどアンケートを取っております。

終わった後に尋ねたところにつきましては、例えば時期はちょうどよかったかどうか、あるいは、

もしほかに理想の開催時期があれば、いつ頃がいいかとか、あと今後の実施について、成人式のみ

がいいか、はたちの集いがいいか、両方がいいかというような内容をお聞きしました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

その世代のお子さんを持つ保護者の方にいろいろお話を聞いたんですけども、どの時期にやって

も、結局いろんな意見が出るんだろうなというふうにおっしゃっておりました。そして、１８歳の

新成人を迎える会、新成人のお祝いの会ですけども、本当に開催していただくことにその気持ちが

うれしいということで、保護者からもそんな声もいただいております。 

そういった中で、１１月４日開催時期の経緯について再質問になりますが、今回の開催は１１月

の開催ということで、先ほどの答弁にもございましたが、各学校の先生とご相談されたことと思い

ますが、１８歳になられる新成人の意向が、果たしてどうだったのか、お伺いしたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

アンケートの回答数もそんなに多くなくて、きちんとした分析ができるところまでにはなかなか

難しいところがありましたけれども、いただいた意見の中では、例えば５月や８月のほうがいいと

いった意見、また、やはり３月は引っ越しがあって参加できない。また友達が行かないからとか、

はたちの集いだけでいいというような意見がありました。そのような意見も踏まえて、高校３校と

年間のスケジュールというのを相談しながら、最終的には１１月の開催というところで決めたもの

であります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

本当にいろんな、地方によっては、はたちの集いと新成人を祝う会、どちらか選択して、おおむ

ねはたちの集いを今までどおり開催して、１８歳の新成人の祝いをやらないという自治体も耳にし

ます。 

そういったことも踏まえて、米田市長にお伺いしたいんですけども、今後やっぱり状況を見なが

らになると思うんですが、この２つ、新成人を祝う会とはたちの集う会、続けて引き続き開催して

いくご意向であるか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私といたしましては、この１８歳の、やはり成人というのは、しっかりとこれからの生きていく

上で責任という、成人の責任というものも自覚をしていただきたい、この場所にしていきたい。そ

してまた、二十歳は、今までの歴史もあったり、そしてまた、いろんな意味で、もう一度ふるさと

の再確認する場所であったり、仲間の一体感を持っていただけるような、同年代の皆様方のそうい

った一体感を持っていただける、その場になればいいと思ってるわけでございまして、なかなかこ

れからの時代は、地元だけではなくて学校に進学のために外へ出たり、就職して、よそで働く方も

おられたりもするわけでございますので、やはりふるさとで一堂に会す。そしてまた、みんなで親

交を温める場というのも必要ではないかなと思っておる次第でございますので、今の段階では、

２つ取り組んでいきたいと思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

３月開催の祝う会の参加者が少ないことを懸念して、１１月開催になった経緯があるならば、本

年１１月の開催の新成人を祝う会も、あくまで試行的になるかと思います。これからも新成人を祝

う会、はたちの集いと両方開催する方針であるならば、運営する市も、当事者にとっても有意義な

会になるよう祈念申し上げますが、開催することに強い意義、目的があり、一人でも多くの新成人

をお祝いしようと思うならば、最近できた通信制の高校や各高校に市から予算をお渡しして、各高

校の学校の都合のよい日にちと時間に式を開催してもらい、特色のある式をそれぞれに開催しても

らうのも案かと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

議員のご提案の方法も、一つの方法かと思います。私たち担当課のほうとしましても、学校と連

携をしたようなお祝いの方法も検討しましたけれども、高校側の負担というのも考えまして、今年

度は、広く若い方が夢のある話を聞く機会にしようということで、今回の計画を立てたものであり

ます。先ほど申し上げたとおり、いろいろよい方法を探っている状況でありまして、いろんなご意

見をいただきながら、来年度以降のお祝いの会について、検討を続けてまいりたいと考えておりま

す。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

１８歳時に行われる新成人を祝う会に関しては、忙しいから行かないという児童生徒の話もあれ

ば、お祝いをしていただく気持ちに対して感謝していただく保護者の声も聞こえております。せっ

かく開催するのならば喜んでいただきたいですし、新成人にも、成人として当事者意識を持ってい

ただく、そういった会になってほしいと願っております。 

続きまして、４番目の未満児保育料の無償化が実現した場合の予算の試算ですね、再質問させて

いただきます。 

年間６,４００万円の試算であるとのことですが、未満児保育料の無償化は、確かに実現すれば

よいと思いますし、糸魚川市の子育て支援にとっても先進的な取組であると考えますが、実施し始

めると、財政が厳しくなってきたので途中でやめましょうということは難しいと考えます。市の財

政が厳しくなり、制度を元に戻そうとすれば、今まで当たり前にかかっていた未満児の保育料が、

それぞれのご家庭のご負担という文字に変わり、住みにくいまちになりかねないとも考えられます。

国の制度がどう変遷していくかにらみつつ、考えていかなければならないと考えます。 

糸魚川市に限らず地方は、子育て世代それぞれの経済的支援だけではなく、子育て世代が過ごし
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やすく充実した子育て環境をつくっていくんだという、糸魚川の強い気持ちが大切であると考えま

すが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

室橋こども課長。 〔教育委員会こども課長 室橋淳次君登壇〕 

○教育委員会こども課長（室橋淳次君） 

お答えいたします。 

子育てに関しまして、保護者さんが感じる、その負担の軽減ということになりますと、自治体間

でやはり同じようなものとなって、結果的に自治体間の競争といいますか、そのような形になって

いる部分もあるのではないかなというふうに思っております。議員おっしゃられるとおり、一度制

度を始めてしまいますと、なかなかそれを廃止するというのも難しいというふうにも思っておりま

す。 

保育料に関しましては、３歳から５歳までの保育料はもう全国で無償化というふうになっており

ますので、未満児につきましても国全体で考えていただかなければいけない部分もあるのかなとい

うふうに思っております。当市でも財政的な面も含めて、これから検討していかなければならない

と思っておりますけれども、いずれにいたしましても議員おっしゃるとおり、今後も、子育て世代

にとって居心地のよい、産み育てやすい環境づくりというものを目指して、気持ちを持って取り組

んでいきたいというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

よろしくお願いします。 

（２）番の幸福感を増幅させる取組について、再質問させていただきます。 

６月２７日の総務文教常任委員会の所管事項調査において、人口減少対策プロジェクトについて

の資料の中で消滅可能性自治体となったことへの対応の調査研究、検討事項の項目で、市民が幸せ

を感じ、幸福度を高める取組の研究という項目を見たときに、一口に市民といっても、年代や性別、

生活環境など、それぞれに違いますし、市民の中のどんな人の幸福度を高めたいのか、その絞り込

みが重要であると考えました。 

まずは、幸福とはどんな状態であるのか、そして、今後はどんな人の幸福度を高めていきたいの

か、お考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

まず、幸福度ということでありますけれども、国の内閣府の報告の中に、幸福度の指標といった

ところもありまして、主観的な幸福感、つまり幸せかどうかといったことですとか、経済社会状況、
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心身の健康、関係性といったことも出てまいります。世界的に見ますと、ＯＥＣＤ（経済協力開発

機構）の中でも住宅、所得と富、それから雇用と仕事の質、社会とのつながりといったところを幸

福度の指標として測っているところもございます。そういったところまで、現在、市単位で測って

いるところはないんですけれども、まず、市民の誰もが、いつまでも健康で、住み慣れた地域で安

心して暮らし続けられるといったところが、大切だとは思っております。 

総務文教常任委員会で報告させていただいた資料の中で、幸福度を高める取組の研究と書かせて

いただいた部分は、人口減少に対応したまちづくりといったところで、都会と比べても糸魚川市内

で暮らしていくことの幸せ、そういったところを市民の皆様であったり、市外から見たときに分か

っていただけるような、ホームページですとか、そういったところを出していきたいといったとこ

ろを考えているものになっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大嶋総務部長。 〔総務部長 大嶋利幸君登壇〕 

○総務部長（大嶋利幸君） 

幸福度の観点の中で、経済的な豊かさという観点で補足をさせていただきます。 

国土交通省の資料の中に、都道府県別の経済的豊かさという資料がございまして、これは可処分

所得から基礎支出を引いた金額については、可処分所得については、東京圏の都であったり県が高

いんですけども、基礎支出であったり、通勤にかかる費用とか、通勤に要する時間を金額的に換算

したものを控除すると、結果的に、東京都は４７都道府県中の４７位。一方、新潟県が７位という

数字もございます。そういうふうに、その経済的豊かさの観点もいろんな捉え方がございますので、

そういうものも含めて、住んでいる方へのＰＲですとか、あと都会からＵターンされる方への対応

とか、そういうものを含めて考える必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

今、中村課長の答弁いただいた中で、市民全体の幸福というところでご答弁いただいたんですけ

ども、それであるならば、今までやってきた施策と、どうなんだろう、変わるんだろうかというと

ころをちょっと今考えまして、また、あくまで国が示した画一的な、そういった施策に終わるんじ

ゃないかなというふうに感じております。 

糸魚川市として、どんな政策をやっていきたいんだというところを一番聞きたいんですよね。そ

ういったところで、今のところこんなふうに考えてるという、そういった案があれば、お聞かせい

ただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 
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先ほどの人口減少に対応したまちづくりということで、市民の皆様に向けて糸魚川暮らしの心地

よさであったり幸せ感であったり、市外の人から見てというところをＰＲしていくという観点と別

に、やはり若者、特に女性の定着促進というところも、今回の人口減少のプロジェクトの中で調査

研究、検討事項としても上げさせていただいておりますので、そういったところは特に力を入れて

いく分野だというふうには思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

本当大事なところだと思うんですけども、若い世代の女性とはっきり言っちゃったほうがいいと

思うんですよね、市民全体って、すごく当たり前になってしまうので。そういった意味では、今後、

糸魚川市、そういったところに集中して、幸福感が得られるような、そういった取組をしていきま

すというふうにうたっていただいたほうが我々も分かりやすいかなと思いますんで、よろしくお願

いします。 

同プロジェクトの調査研究、検討事項の項目で、人口減少についての市民への周知、情報提供と

いうことですが、糸魚川市の人口減少に対して認知度や関心度が高まれば、広く市民からも取組に

対して協力が得られるのかなと考えますが、周知、情報提供した後のアクションは、どのように考

えておられますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

人口減少のプロジェクトの報告の中で、消滅可能性自治体となったことへの対応といったことで、

人口減少に対して市民への周知、情報提供といったことで書かせていただいておりますが、消滅可

能性自治体となったことで、市民の皆さんからの心配であったり、今後どうなるとかという不安の

声もいただきましたので、そういったことへの対応として、消滅可能性自治体だけではなくて人口

減少についての情報を提供したほうがいいかなということで記載をさせていただいたものになって

おります。 

ただ、総務文教常任委員会の視察で柏崎市行かせていただいた際にも、消滅可能性都市から脱却

したからといって人口減少の厳しい状況は変わらないといったお話も聞いてまいりました。どうい

った形で情報提供をしていけばいいのかといったところは、思案中でございます。 

情報提供の検討をしているという段階でございまして、その後のアクションといったところまで

は、今のところは、まだ考えていないところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 
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引き続き、再質問させていただきます。 

同プロジェクトについての資料の中で、取組状況のワーキング部会の開催状況で、昨年１０月

１１日に開催された若手市職員との意見交換会で、ＵＩターンの施策に何が足りないかをテーマに

議論されたようですが、どのような意見が、まず出たのか。そして、本年は、どのような予定で部

会を開催していくのか。実際の糸魚川市へのＵＩターン者の動機についても調査されているのか、

伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

昨年、市職員との意見交換会、ＵＩターンの施策に何が足りないかと、非常に行政的な課題テー

マでやらせていただきました。そうしたところ、まず、行政の移住ですとかに向けた施策があった

から帰ってきたんだといったことではないといった意見が、ほぼほぼでございます。仕事ですとか

家族の関係で、やはり糸魚川市にＵターン、Ｉターンしてきたといった職員、若手職員の意見でご

ざいました。 

そういった状況を受けて、今回、今年は若者の懇談会ということで９月中に開催をさせていただ

きますけれども、市内の若者の方から集まっていただきまして、糸魚川市について、今後について

自由に懇談していただくというところから、まず始めていきたいと、自由な意見をいただきたいと

いうふうには考えております。その１回目の状況を見て、また次といったところも検討はしていき

たいというふうに思っております。 

ＵＩターンと情報につきましては、今のところＵＩターンのきっかけ、動機をお聞きするといっ

た仕組みについて今後やっていきたいと、そういう取組をしていかないと、糸魚川市の施策がＵＩ

ターンのきっかけになってるか分からないといったところもありますので、そういったところを市

民課と協力しながら、情報を得るようにしていきたいというふうには考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

実は、私も何で帰ってきたのって聞いたときに、こういう施策知ってたと聞くと、やっぱりこれ

が理由で帰ってきたんじゃないというのは直接聞いたことがあって、やっぱり帰ってきた理由につ

いて、支援だったり手を差し伸べたりすることが大事なのかなというふうに感じましたし、また今

後、そういう対応ができるように、またいろいろなそういうワーキンググループの巻き込み方、ま

た、広く市民にまたやっていただくということなので、ぜひ議会も傍聴させていただきたいなぐら

いに思うんですけども、またそういった機会を積極的に開催していただいて、やはりサンプル、コ

メントを取るということが肝要になると思いますが、その辺いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

若者の懇談の場につきましては、昨年開催したのとは、今度違いまして、本当に自由闊達に意見

交換していただく、フランクな形で意見をやり取りしていただくというところをちょっとメインに

考えていきたいと思っておりますので、今のところ皆さんから見学いただくと、逆に、ならないか

というところもちょっとありますので、少し、そこまではちょっとできないかなというふうに思っ

ておりますけれども、何らか報告をさせていただく場面とか、そういうところは、行政側としても、

市長なりに報告をしてもらうとか、そういったところを最終的な結果ですとか、いただけるような

段階になれば、考えていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

最後に、市長に要望とさせていただきたいと思いますが、人口減少の波を少しでも緩やかにして

いくには、今住んでいる市民の幸福感を高めることが重要であると考えます。市民一人一人の人生

設計の中で、市がどのポイントで手を差し伸べるのがよいのか、研究と調査が必要であると考えま

す。若手職員との意見交換会は、よい取組ですし、これからも実施し続けていただきたいと考えま

すが、もっと市民の皆さんを頼りにしてもいいと思っております。市役所だけでは人口減少対策は

厳しいと考えますので、もっと我々議員も活用して、人口減少対策と定住人口拡大に努めていただ

きたい、このように思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員の皆様方のいろいろと意見交換というのは、やはり年４回の議会であったり、また、その中

の委員会であったり、いろいろ情報をいただいておる部分がございます。また、市民の皆様方との

この意見はどのようにしておるかというところもあろうかと思うわけでございますが、なるべく若

い人たちのところに出向いていって、そしてまた、行政だけではなくて商工会議所等、また商工会

の皆様方とのいろんな若い人たちが集まるようなところにも参加させていただいて、直接意見をお

聞きするような場をつくっておる部分があります。まだまだそれで足りないのかもしれませんが、

なるべくそういう機会をつくって、意見を聴きながら、我々も今行っておる対応策というのは、必

ずしもパーフェクトなものではないというのは分かっておる部分でありますので、今のようなその

施策を、要はしっかりと広げていくのか、また新たな施策をやらなくちゃいけないのかというのを

検討していきたいなと。そういったものに生かしていきたいと思うので、積極的に対応していきた

いと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

商工会議所主催のチル・ナイト・ミーティングや、そういった若い方と接触する機会というのも、

だんだん増えてきておりますし、今後もその視点で、また頑張って取り組んでいただき、糸魚川市

も頑張って取り組んでいただきたい、このように思います。 

以上で、私の一般質問を終了します。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、東野議員の質問は終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩いたします。 

再開を３５分といたします。 

 

〈午後１時３０分 休憩〉 

 

〈午後１時３５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、伊藤 麗議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 〔６番 伊藤 麗君登壇〕 

○６番（伊藤 麗君） 

こんにちは。糸魚川の未来を魅せる会、伊藤 麗です。 

事前に提出いたしました通告書に基づき、１回目の質問をいたします。 

１、糸魚川市の持続可能性について。 

消滅可能性のある自治体からの脱却を目指す上で、必要と思われる施策は多くありますが、その

中から特に以下について伺います。 

(1) 若者の定住促進策について。 

  糸魚川市における若者の定住促進策として、現在実施している取組と、その成果について

伺います。また、今後どのような新しい施策を計画しているのか伺います。 

(2) 雇用創出と人口維持について。 

  糸魚川市における雇用機会の創出と、それによる人口維持のために、市としてどのような

具体的な計画を持っているか伺います。また、地元企業との連携や新規事業の誘致について、

どのように取り組んでいるか伺います。 
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(3) 食料・農業・農村の維持について。 

  市民一人一人の食料安全保障を柱に、具体的な計画を持っているか伺います。また、現在

の取組について伺います。 

(4) 行財政改革について。 

  自治体として存続するために、何をやめ、何を減らすかの議論も必要になってくると考え

ますが、その際に検討から実施までのプロセスについて、計画や指針があるか伺います。 

２、地域医療構想における糸魚川市の目指すべき姿について。 

糸魚川市は、都市部に比べて医療機関の数や設備が限られており、医療サービスの質やアクセス

の面で地域格差が生じています。 

糸魚川市の特性や市民のニーズに対応するために、救急体制も含めた地域医療のカスタマイズ化

が必要と考えます。 

(1) 医療機関の充実について。 

  糸魚川市における医療機関の現状について、市民のニーズを十分に満たしていると考えて

いるか、また、医療機関の充実に向けた今後の計画について伺います。 

(2) 救急医療体制の強化について。 

  糸魚川市における救急医療体制の現状はどうなっているのか、特に夜間や休日の対応につ

いて、改善の余地があると考えているか、伺います。また、救急医療体制の強化に向けた具

体的な施策があるか伺います。 

(3) 高齢者医療の対応について。 

  高齢化が進む中、糸魚川市における高齢者医療の対応状況について、市民からどのような

声があるか。また、課題がある場合、どのように改善していく計画があるか伺います。 

(4) 医師・看護師不足への対応について。 

  医師や看護師の不足が全国的に問題となっていますが、糸魚川市における医療従事者の確

保状況と、その不足に対する市の対応策について伺います。 

(5) 地域医療と連携する施策について。 

  糸魚川市が地域の医療機関や他市町村と連携して取り組んでいる施策についてと、市民を

巻き込む施策について、現在の進捗状況と、今後の課題について伺います。 

３、誰一人取り残されない学びの保障について。 

令和６年３月に公表された文部科学省委託事業「不登校の要因分析に関する調査研究報告書」に

よると、「近年では、全国的に不登校、いじめ、子供の自殺などの問題が深刻化しており、特に不

登校については、過去５年間の傾向として、小学校・中学校ともに不登校の児童生徒数及びその割

合は増加している。」とあります。 

当市においての現状と取組、この先の展望を伺います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 
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市長に代わりまして、伊藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、新幹線通学応援事業や各種修学資金貸与などの学生向け支援の

ほか、市内に就職した若者を対象として、修学資金返済支援や運転免許証取得補助を行っており、

多くの皆様から活用いただいております。 

現在、若者の思いや考えをお聞きする事業を計画しており、新たな施策に反映してまいりたいと

考えております。 

２点目につきましては、企業や関係団体と連携し、採用活動やＵターン促進事業を開催するほか、

ＤＸ促進やＩＴ企業の誘致、起業・創業支援などの取組を進めております。 

３点目につきましては、今後、国が策定する食料・農業・農村基本計画に基づき、市の施策につ

いて検討してまいります。 

４点目につきましては、令和４年度から８年度までを計画期間とする、第４次行政改革大綱に基

づき、効果的・効率的な行財政運営に取り組んでおります。 

２番目の１点目につきましては、限られた医療資源の中、病院への運営費支援や病院と地域の診

療所との協力体制により、一定の医療提供体制は確保できていると捉えております。 

引き続き、県と連携して地域医療構想を推進し、地域に必要な医療提供体制の維持・確保に努め

てまいります。 

２点目につきましては、医師会の協力を得ながら、輪番制を維持している状況であります。 

３点目につきましては、高齢者の通院等を考慮した医療提供体制の構築について検討していく必

要があると考えております。 

４点目につきましては、現在の医療提供体制の維持に必要となる人材は、確保できていると捉え

ております。 

５点目につきましては、現在、県を中心に上越医療圏の医療関係者や行政と共に、持続可能で質

の高い医療提供体制の構築を目指した議論を進めているところであります。 

今後は、その推進に向けた市民への丁寧な説明に努め、早期実現を図っていく必要があると考え

ております。 

３番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いしま

す。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

伊藤議員のご質問にお答えいたします。 

３番目につきましては、平成３０年度から不登校の児童生徒数及びその割合は増加しております。

不登校が長期化している児童生徒には、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、教

育相談員との相談を通して、サポートを進めております。 

また、現在、学びの多様化検討委員会を立ち上げまして、一人一人の状況に応じた多様な学びの
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場や対応について協議を進めております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

質問の順番を変えて、質問していきたいと思います。 

初めに、地域医療構想についての質問から行っていきます。 

７月１１日に県厚生連赤字６０億円超、病院再編加速化という見出しで、報道がなされました。

糸魚川市において、厚生連病院とは、重要な基幹病院である糸魚川総合病院のことであります。 

ここまで県の示す地域医療構想は、より安全で安心に医療を受けられるように、機能集約、適正

配置という話だったと記憶しているんですけれども、この報道を受けて、単なる経営難、人手不足

による縮小と市民に思われても仕方がないというふうに感じました。その点について、糸魚川市と

してのお考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさしく非常に我々も厚生連からその報告を聞いて、今までそういう報告でなかったものですか

ら、非常に驚きと、やはり対応について、非常に苦慮している部分がございます。 

そのようなことで、この厚生連病院は、当市の重要な公的病院、基幹病院であるわけであります

し、また、県内においても非常に厚生連の果たす役割というのは、非常に地域医療の中では大きい

ものがございます。そのような中で今、検討、協議をする中で、何としてもやはりこの新潟県の医

療を守っていく上で、厚生連を持続させていく方向にいかなくちゃいけないと思っております。当

然、厚生連の自助努力も必要であるわけでございますが、そのような中で、今進めておる新潟県の、

この地域医療デザインをしっかりと示していくことが大事だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

市民厚生の委員会協議会の中で、今の糸魚川総合病院が経営努力、すごくしてくださっていると

いうことは、説明を受けて理解したところなんですけれども、現状で、先方から具体的な支援につ

いて、こういう支援が欲しいなど、何か具体的な話はあったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

非常に県内の１１の厚生連病院全てがやはり厳しい財政改革をしなくてはいけない状況なわけで

ありますが、特に糸魚川総合病院は、事前にそういった取組をしてこられました。そういう中にお

いては、県内の中でも、いい部類に入るんじゃないかなと思っております。 

しかしながら、糸魚川総合病院だけうまくいっても、他のところが駄目だったら、やはりそれは

県内全体の厚生連のマイナスというか、厚生連が駄目になるわけでございますので、当然、皆さん

が頑張っていただかなきゃいけないと思っておるわけでありますし、そして、まずはそれがはっき

りとして、１つの病院だけじゃなくて、県全体の厚生連としての答えが出てきて、そして自分たち

はどうなるんだという、やはりそこが一番、まず大事だと思ってます。まだそこまで出てない状況

でございますので、関係する自治体と、そして、また県と、また連携していかなきゃいけないとい

うところは共通認識なんですが、そこまでは達してない状態です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

今の市長のご答弁をお聞きしますと、糸魚川市がどれだけ糸魚川総合病院が大切で必要だという

ふうに考えていて、支援をしたとしても、今、全体、県全体の厚生連の方向性によってはどうなる

か分からない状況というふうに今お受けしたんですが、そのとおりでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今の現状では、そういうことであるわけであります。その辺が今後、明確にならない限り、次の

手が打てないんじゃないかなと思っております。ですから、上越の地域医療の再編は、進めていく

部分もあるわけでありますが、まずはそういった支えていく、県立病院も同じであります。県立病

院も非常に毎年１５０億円ぐらいのマイナスになってるわけでございますので、県としても、県立

病院もしっかり進めていかなきゃいけないというのは、知事からもお話しいただきました。そうい

ったところが、しっかり今年度において明確にしながら、次の段階へ進めることと捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

そんな中で、市長のほうでも財政的な支援を見据えてということになるんだと思うんですけれど

も、国や県へ要望に行かれているかと思います。そちらの手応えは、どうだったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

花角知事におかれましては、そういった状況をご理解いただいて、各市町村と足並みをそろえて

対応していくという話は言っていただいておりますし、そして、県内の、これから人口減少社会の

地域医療体制は取っていくという話は、受けていただいております。 

国のほうといたしましても、地方の現状は理解しておるというわけでありますが、こと厚生連と

いう一つの組織体になってくると、なかなかそこだけという部分がなかなか理解できないというよ

うな違いがあるわけであります。 

しかし、厚生連病院は、どちらかというと、やはり中山間地域だったり、過疎地域の最前線の医

療を受け持っているところが多いわけでありますので、その辺の情報をしっかりとお伝えさせてい

ただいて、ぜひとも地域から医療を消さないようにという要望をする中においては、情報は理解を

していただいたところがあるわけでございます。 

しかし、今すぐ具体的にどうこうというのはなかなか難しいというのがございますので、それは、

これから国会の中であったり、議会の中で、国会の議会の中で取り組んでもらうべきものかなと捉

えているわけであります。まずは、我々、地元の要望と地元の現状をお示しさせていただいており

ます。これからの中でも、当然引き続き、我々は現状を訴えていくことが必要だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

私も、何としてでも糸魚川総合病院は、総合病院であり続けてもらえるように支援をしていく必

要があるという立場であります。 

その中で、今年の５月２日に厚生連側の経営改善推進委員会が、厚生連の経営に提言を出してい

るんですけれども、この中に、行政支援や運営主体の在り方（公設化）を積極的に検討すべきであ

るというふうにありました。これに関して委員会協議会の中でも、厚生連側から指定管理という言

葉も出てきたと思うんですが、この部分の今の現状、市としての考えを伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

経営改善委員会のほうから提言がなされたわけなんですけども、それを、ただ、すぐにこれから

の公設民営化の検討をさせていただきますということではないというふうに考えております。検討

をする必要は当然あると思いますけども、まずは厚生連、先ほど市長が答弁いたしましたが、厚生

連自体の経営改善、自助努力を求めていく。そこから国・県の支援をいただいて、さらに赤字とな

っている部分について、地元所在自治体である我々が、どれだけ支援していけるかということで考

えてまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

報道では、来年度に資金が枯渇してしまうおそれがあるという文言があったと思うんですけれど

も、ちょっと市民を安心させてほしいんですけれども、それは心配ないんでしょうか。糸魚川総合

病院において、来年度、急になくなってしまうという心配はないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

そういうことのないように今、取り組んでおる状況でございまして、今ほどの公設民営の話は、

一つの考え方でございまして、いろんなやり方があろうかと思っております。今の厚生連の枠の中

でやるか、また、各自治体と市町村が対応すればいいのか、県がどういう形で入っていくのか、い

ろいろやはり上越の医療圏構想においても同じ議論をしておられるわけでございますので、ただ、

絶対守っていかなくちゃいけないのは、今ある医療人材、医師とか看護師をしっかりと確保してい

くことが大事なわけでありますので、それだけは守っていきたいということであります。今、です

から厚生連の皆様方にお願いしてるのは、何としても来年の春までは現状維持をしてほしいという

要望は行っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

市民厚生常任委員会では、３月１日に地域医療体制について（地域医療構想における糸魚川市の

目指すべき姿）を示しています。報道は、この後にあったわけなんですけれども、今現在で、この

ときと目指すべき姿は、大きく変わることがないのか、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

現時点では、大きく変わるものはないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

今、糸魚川総合病院の存続自体がどうなるんだろうというところだと思うんですけれども、糸魚

川市で維持すべき医療に、産婦人科と小児科が含まれていなかったんですね。その部分なんですが、

気になっています。私は、産婦人科、小児科も維持するべき医療に含めるべきだと思うんですけれ
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ども、お考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

こちらの資料には、具体的な診療科というのは記載しておりません。それで、記載はされてない

から維持していかないということではなくて、両診療科については非常に重要な診療科だというふ

うに捉えておりまして、引き続き、支援もしております。今後、少子化、人口減少対策は重要な課

題ですので、そこの辺を踏まえまして、維持すべき医療というふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

診療科、先ほどの市長のご答弁にもありましたけれども、厚生連は比較的不採算医療を担う性質

の強い公的病院に当たると思うんですね。その不採算医療に対して行政が支援をしていく必要性が、

今後どんどんと大きくなっていくということは容易に予想つくわけなんですけれども、一定の部分

で、総務省の、これは病院事業の地方財政措置について見ているんですけれども、公的病院に対す

る特別交付税措置等を比べて、公立病院に対する地方交付税の措置のほうが一定の割合で、一定の

ところから、そっちのほうが有利になってくる可能性があるのではないかと考えるんですが、その

辺りは、お考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり厚生連病院の今、対応の中において公設民営という話が出てきたのも、そういったところ

がございます。だからといって、施設を運営してるわけでございますので、そういった支援策があ

るからといって、そのまま入れるかというのがございます。ですから、同じ県内の厚生連病院にお

かれましても、やはり建物が老朽化している部分があったり、また、建てたばっかのところもあっ

たりもするもので、そういったところを考えたときには、やはり受皿となる自治体といたしまして

は、そう簡単に公設民営化となるかと、いろいろやはり考えなくちゃいけない部分がございます。 

そういう中で、今言われてるように非常に我々、今この地域医療の構想を進める中においては、

我々といたしましては、今、６市で進めておる地域医療連携推進会議においては、産科というもの

に対しては別に考えてくれと、これ今のやっておる事柄と、また、地域医療とは別に産科というも

のを捉えていかなくちゃいけないんじゃないかというような要望を県にさせていただいております。

知事も、その辺については別に考えていきたいという話もいただいとる状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

少し違う質問になるんですけれども、糸魚川市で充実させるべき医療という項目も、その計画に

示されているんですけれども、糸魚川総合病院のかかりつけ医機能というふうに書かれていました。

去年から、初診時特定療養費といって、病院と診療所の連携を図って、地域の医療を推進するため

に国が新しく制度をつくっています。なので、ほかの医療機関から紹介状なしに糸魚川総合病院を

受診しようとすると、初診料がかかってしまうというふうになってるんですが、２００床以上の病

院でこういうふうになるというふうに書かれておりまして、今、糸魚川総合病院２００床以下にな

ったと記憶しているんですが、これはもう要らないので、かかりつけ医の機能を強化してくという

理解でいいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

この初診時特定療養費という制度は、昨年の、たしか７月から糸魚川総合病院のほうでも頂くよ

うになっていたかと思っております。この４月から、２６１床から１９９床へダウンサイジングを

いたしまして、こちらの特別料金はかからないという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

この３月時点に示していただいた糸魚川の医療の目指すべき姿について、この資料を、私、市民

の皆さんに示すというか、何かお示しするような時間が必要だと思うんですが、それについてお考

えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

こちらの資料は、上越の地域医療構想とは別に、身近な糸魚川市の関係者で議論をさせていただ

いて、取りまとめたものでございます。ですので、市民の皆様にどういった形でお伝えしていけば

いいかというところを、また庁内でも協議させていただいて、検討してまいります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 
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今、皆さん医療に関してすごく不安をお持ちでいらっしゃると思うので、できるだけ早く、でき

るだけ安心していただける形で示すべきだと思います。 

（２）救急医療体制の強化についてなんですけれども、１回目の答弁に対してちょっと確認させ

ていただきたいんですが、２次救急までは、これからも上越圏域の人的なリソースを分けていただ

きながら糸魚川総合病院で受けられるように、地域医療構想会議で糸魚川市からは要望というか、

していく。実現していくという方向性ということで理解、合っているかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

上越圏域の中でも、糸魚川市のこの地理的な特殊性というのはご理解いただけております。県の

福祉保健部においても、糸魚川市のこの地理的の事情はご存じでありまして、そういった意味では、

ある程度の救急医療は確実に確保されるものというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

通院、計画されていた手術を受けるなどの医療は、現状の高度医療は上越で受けるという構想で

問題ないと思うんですけれども、３次救急となった場合の物理的な移動距離、移動時間を担う救急

隊に求められてくる役割とスキルは何か、また、その準備はあるか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

上越への救急搬送ということを想定いたしまして、救急件数は当然増加していきますので、救急

隊の強化といったところは、以前からお知らせしたとおりです。そんな中で、やはり上越への市外

搬送といいますか、上越を含めた、富山県も含めた市外搬送も増加しておりますし、また、そのよ

うなところで救急隊、搬送時間のほうも増えているといった実情もあります。そんな中で今できる

最大限の救急搬送について検討し、実施していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

今もう実際に増えてきているということですね、上越とか、富山に行くケースもあるんでしょう

か。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

主に上越のほうが多いんですが、当然、富山、黒部市民病院ですとか、あと富山大学病院、そう

いったところへの搬送もございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

救急に関しては、消防の部分に関しては、もう完全に糸魚川市の責任の中で運営していく部門に

なると思うんですけれども、今もう実際にそういう市外、長距離の搬送が増えているという中で、

糸魚川市としてこれからどのように、その救急搬送、搬送する救急の皆さんのスキルの向上であっ

たりだとか、後は人数も増やしていく必要性が出てくるのだと思うんですけれども、その部分の、

備えているかどうかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

５隊増やしたときに、次の段階というのは先の話かなと思っていたんですが、このような医療の

状況を考えると、次の一手を今のうちから考えておかなければいけない。それが職員の増員になる

のかということは、ちょっと私の口からは答弁できませんが、いずれにいたしましても、次の手を

早急に打って、次の体制を考えていかなければいけないなというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

市外への搬送で、市内の救急搬送がうまくいかないという状況は、やっぱりつくってはいけない

というふうに思っています。そういったことを想定しながら、現在、消防本部は９３人という定数

で運用をしておりますけども、場合によっては、そういった増員もしっかり検討しなければならな

いことについては、私から消防長のほうにも話をしてありまして、今から検討しているといった状

況でございます。 

ただ、それが現状の隊で間に合う見通しがつけば、そのままになるかもしれませんし、それがか
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なわないということであれば、増員の対応もしっかり検討するということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

では、（３）の高齢者医療の対応について伺います。 

地域を歩きますと、バスで病院まで行くのに乗換えが必要で不便だという声を多く耳にいたしま

す。今年度、公共交通の計画策定年度だったと思うんですけれども、市民の足としての公共交通網

の検討は、進んでいるのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

議員おっしゃるとおり、今年度、公共交通計画の策定ということで、私ども、基本的には通学と

通院の足は基本的に守るといったところで計画を組んでおります。 

ただ、地形的要因で、どうしても谷からずっと糸魚川総合病院まで１本でいけるというのが理想

なんですけどもどうしても、その集約を図って、ハブのところで乗り換えていただくという必要、

これは運転手の不足ですとか運転手の負担の関係で以前から、以前はずっと１本で行けていたんで

すけども、そこは切替えをさせていただいて、乗換えをしていただくといった方向の形に変えてき

ております。できるだけ乗換えの負担が少なくなるような時間の調整ですとか、そういったところ

は、引き続き取り組んでいきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

現状のところは、確認にとどめたいと思います。 

（４）、すいません、飛ばさせていただいて、（５）の部分です。 

地域医療というところなんですけれども、地域医療は、地域のニーズに合わせた形で住民のため

に提供される日常的な医療活動全般のことを指すというふうに理解をしているんですけれども、そ

こで、重要な役割を担うかかりつけ医について、特に能生地域と青海地域については、持続可能性

の点で不安が大きいと考えるんですけれども、この部分をどのように捉えているか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

青海地域、能生地域におきましては、開業されている医師の方が、相次いで閉院をされている現

状があると思います。そういったことからも、糸魚川総合病院のかかりつけ医機能というのがすご
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く重要になってまいりますので、先ほど来、お話の出ている糸魚川のあるべき姿の中で、糸魚川総

合病院に残すべき機能、維持されるべき機能のところで、かかりつけ医機能というふうに記させて

いただいているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

地域医療の問題についてもなんですけれども、質問の番号１の糸魚川市の持続可能性について、

大きく関わる重要な項目と捉えています。不採算医療について、行政が補塡してでも存続を目指す

必要性があるという立場からすれば、今後、地域医療を確保するための財源の確保も喫緊の課題と

なってくると考えます。 

そこで、続けて質問番号１の（４）から伺ってまいりたいと思います。 

行財政改革についてなんですけれども、行財政改革というふうに聞きますと、目先に計画してい

る施設や事業についての可否の議論になりがちなところもあると思うんですけれども、３００あま

りある市内の公の施設全体で、中長期的な視点に立って考える必要性も忘れてはならないと考えて

います。財政の健全化を図る指標である将来負担比率と財政調整基金で比較すると、令和４年度よ

りも令和５年度は、若干の改善が見られたと思うんですけれども、その理由と機能の統合、民間委

託など、地道に、着実に行う必要性がある事柄について、これまで実施できたもの、また、これか

らの糸魚川市全体でのグランドデザインを全庁挙げて示していくための動きが必要と考えますが、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又財政課長。 〔財政課長 猪又悦朗君登壇〕 

○財政課長（猪又悦朗君） 

お答えいたします。 

まず、財政調整基金につきましては、こちらのほうは令和４年度と５年度の、実際には、令和

５年度当初予算で取り崩していた４億２,０００万円の基金を年度末に復元できたという状況でご

ざいます。 

また、将来負担比率につきましては、将来負担額として見ている地方債残高、こちらのほうが、

令和４年度と対比しますと約２９億円の減となったということが主な要因でありまして、こちらの

ほう、償還が順調に進んでいるということであります。 

あと、これまでの地道な動き、行政改革につきましては、止まることなく毎年、毎年度継続して

いるわけでありますが、現在、令和４年度から始まっている第４次行政改革の大綱の中で１２の推

進項目がございます。その中で、既に２項目につきまして、各課の継続分もありましたが、検討が

終わっております。 

１点では、図書館の窓口業務の民間委託、こちらにつきましては、図書館業務に従事した職員が、

他病院に移行できた。また、令和５年度では、公営住宅の設備管理の民間委託ということで、入居

者から依頼を受けてから修繕完了までのスピードアップ化が図られたというようなことで、事務の
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効率化であったり業務の改善、職員の動きが自由度が増したというような形で成果として表れてい

るものと思います。ほかの項目につきましても、今後、継続してまいりたいというふうに思ってお

ります。 

また、公共施設の関係でございますが、こちらのほう、私どもとしましても公共施設の見直しに

つきましては、今後さらに進めていかなければいけないというふうに考えております。その中では、

公共施設の適正化は、市域全域で、全体で俯瞰をしながら行うということが必要であります。 

ただ、その中では、先ほど来、ご質問もありましたが、公共交通であったり立地適正化であった

りという、いわゆる点と点を結ぶ線というところも意識をしながら進めていくことが必要だという

ふうに考えております。 

そういったものをまとめて分かりやすくできないかということを、私どものほうでも考えていき

たいというふうに考えておりますので、今後とも積極的に進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

点と点を結んだグランドデザインなるものを、ぜひその検討に入るというところの始めるという

ところからスタートしていただければと思っています。 

そして、行政改革というふうに言いますと、痛みを伴う改革ばかりがイメージされがちですが、

行政サービスの効率化、品質の向上を図るために行っていること、これも行政改革だと思います。

何かありますでしょうか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又財政課長。 〔財政課長 猪又悦朗君登壇〕 

○財政課長（猪又悦朗君） 

今ほどのご質問につきましては、先ほども申し上げたとおり、やはり窓口業務であったり市民サ

ービスの利便性を図るというようなところを行っております。特に、ここで申し上げることがなく

ても、各課、所管課においては、それぞれ窓口サービスであったり事務事業の中で見直しを進めて

いくということを、恒常的に見直しを行っているということでございますので、そのような形で今

後も取り組んでいきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

行政の効率化ということだけじゃなくて、市民サービスの向上につながるような行政改革という

か、そういった事例としましては、直近では、放課後児童クラブを直営から民間のほうへ出させて

いただきました。その利用状況を見る中で、アンケート調査等を実施しましたところ、満足度が非
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常に高まっているということでございます。 

そういったことで、民間の皆さんから、さらにサービスの向上に努めていただいた、よい例だと

いうふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

うまくいっている事例もお聞きすることができて、よかったです。 

それでは、一番最初の（１）から順番に質問してまいりたいと思います。 

総務文教常任委員会では、８月２３日に定住人口拡大施策について、柏崎市へ行政施設に行って

まいりました。消滅可能性自治体に該当しなくなった要因及び今後の見通しについて、その要因を

特定することは困難と考えている。むしろ状況は大きく変わっていないという捉えである。決して

楽観できる状況ではないとの説明がありました。各種施策についても伺ってきたんですけれども、

糸魚川市と比較してみて、子育て支援は、ちょっと柏崎市さんが先に行ってらっしゃるのかなとい

う感じはしたんですけれども、若者・女性への支援に関しては、糸魚川市も決して負けていないな

というふうに、逆に糸魚川市の負けていないところ、いいところも見えてくる、そういう意味でと

ても有意義な視察になったと思っております。 

ただ、ほかの部分ですね、人口減少対策における現状分析や企業の育成誘致の部分では、柏崎市

から学ぶことが多くあるなというふうに感じております。６月２７日の委員会で当市の人口減少対

策プロジェクトが示したデータ、事務報告書などに基づいて、２回目の質問を行ってまいりたいと

思います。 

（１）についてです。移住定住促進支援制度を利用したＵＩターンの人数は、令和４年度では合

計５２人だったのに対し、令和５年度では６４人というふうに増えております。支援制度を利用す

る人が増えたということは、当市における移住者も増えたという理解でいいのか、本年度はどうな

りそうか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えをいたします。 

令和３年度につきましては３６人といったことで、過去３年を見ましても増加傾向にあるといっ

たところは言えるかと思っております。令和４年度につきましてはコロナ禍もありまして、４月か

ら８月までが住民基本台帳上の人口動態では、転入超過でございました。しかしながら、令和５年

度は、新型コロナウイルス感染症の５類移行後、東京一極集中に戻ったということもあって、残念

ながら転出に戻ったと。しかしながら、また今度、令和６年度、ここ４月から８月まで、また若干

ではありますが、転入超過の数字になってきております。傾向としては、そのようなことで、今年

度の制度利用者も若干増加傾向にあるかなというふうには思っております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

いいことですね、増えてきてるということで。コロナの影響があって、糸魚川に入ってきてる方

が増えたかなというところで。ただ、今年度も今のところは増加傾向ということであれば非常によ

いのではないかなというふうに思いました。 

複数制度利用者について、ちょっとお伺いしたいんですが、「△２６」という数字が事務報告書

に載っているんです。減ってるのかなというふうに思ったんですが、原因は、何か周知方法や制度

設計が実態と合わなくなってきているということはないか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

事務報告書の支援制度を利用した移住者の状況の欄で複数制度利用者ということで、「△２６」

人という記載がございます。こちらは、移住制度を、事業名を並べている中で幾つかの事業を使っ

た方を差し引いて、実数の移住者数をカウントするために「△２６」といった形で示しているもの

となっております。 

したがって、複数制度、利用者が多い、この三角の数字が多いということは、幾つかの制度を使

って移住された方がいらっしゃるというふうなご理解をいただければと思っておりますし、一応、

必要な制度といった形で利用いただいているものというふうには理解しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

すいません、この複数制度利用者の見方、理解できました。ありがとうございます。 

今２６人ということで、２６人の方が幾つもの制度をご利用になられたということですよね。前

の年とかちょっと私、確認しなかったんですが、今もし分かれば教えていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

令和４年度につきましては、複数制度利用者は６名でありました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

ということは、２０名増えたということで、制度の理解というか周知がなってないんじゃないか

なというふうに心配したんですけれども、そうではなかったということが今分かりましたので、結

構です。 

女性のＵターン促進に向けた支援メニューの検討について聞きたいんですが、具体的に検討され

ていることはあるか、また効果的に促進させるには、その予備軍、Ｕターン、Ｉターンの予備軍の

人たちの人物像を想定する必要があると思うんですけれども、何か把握していらっしゃるか。設定、

そういう何ていうんでしょう、ペルソナっていうんですかね、設定されているのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

今ほど女性のＵターン促進に向けた支援メニューということですと、チル・ナイト・ミーティン

グというのも東京、今年は新潟でも開催を予定しております。そういった方々への聞き取りができ

ないかといったことも考えておりまして、そういった方々から意見を聞くことで、何らかＵターン

のきっかけを探ることができないかというところ、また、先ほど来、話あります若者の懇談といっ

たところですとか、また、市内の企業さん、働く場の確保、就労環境の整備といったところにつき

ましても、市内の企業さんから意見を聞くことができないかといったことを今現在検討していると

ころであります。 

それで、予備軍のペルソナ、人物像ということかと思うんですが、まだそこまでは具体的には考

えておりませんけれども、ぼんやり描いているところでは、やはり進学のため糸魚川市を離れる。

その後、東京、首都圏で就職をされる。その後、疲れるといいますか、地方移住の、また気持ちも

芽生えてくる。ふるさとに戻りたいという気持ちも芽生えてくるといった、２０代後半から３０代

の方々に向けて何らかＰＲをしていくというイメージは持っております。そういったところに、糸

魚川暮らしのよさであったり、ふるさとを懐かしむというところを、また、チル・ナイト・ミーテ

ィングといった機会などを通じてお伝えしていければいいのかなというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

チル・ナイト・ミーティングでぜひ聞いてみてください。 

私もちょっと自分なりに考えてみたんですけど、今課長がおっしゃいましたように、都会の暮ら

しにストレスを感じてるだとか、あと子育てにふさわしい環境を求めているとか、後は新天地で仕

事をしてみたいとか、あと私がそうだったんですけど実家に戻りたい人とか、あとワーク・ライ

フ・バランスを大切にしたい人とか、その辺りかなというふうに自分は思ったんですけど、どうい

う動機で、先ほどの東野議員の質問にもつながるのかもしれないんですけど、どういう動機で糸魚

川に来たいのか、来ようかなって思ってるかというところの掘り下げをぜひやっていただきたいな
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というふうに思いました。 

続けてお伺いしたいんですが、若者の思いや考えを聞く事業に、市長も出席することになってい

るか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

若者から考えを聞く会議の場では、現在のところの市長の出席は予定はしておりません。本当に

意見交換、意見を自由に述べていただく場ということで、市長がいたら述べられないということで

はないですけれども、まずはそういう環境も整えながら自由に意見をできる場を設けて、２回目以

降の開催も考えたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

前回一般質問で、私、市長にそういう機会があればご出席いただけるのかと聞いたら、ぜひとい

うふうにおっしゃってたものですから伺ったんですが、せっかく若者が集まってくれるのであれば、

単なるおしゃべりじゃもったいないと思うんですよね。できればやっぱり、これも前回申し上げた

んですが、政策提言までやってもらえるような運びに何とか結びつけていただくことはできないか

伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

あまり最終的にプレッシャーをかけるといいますか、そこまでのつもりはないんですけれども、

そうなればいいなと、政策提言までいただければいいなという思いは持ってございます。 

ただ、それをまた、例えば最終的にプレゼンであったりご報告だったりという場には、やはり市

長なり理事者なりに報告をいただく場面というのはあったらいいのかなというのは、今お話を聞い

てて思ったところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

それも含めて集まってもらった若い方たちに聞いてみるといいかもしれないですね。皆さんには、

ぜひ政策提言したい、これを行政に言いたいというのがあれば、ぜひやっていただければいいと思

うので、また、その辺りは対話をしていただければと思います。 

（２）に移らせていただきます。 
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柏崎市では、エネルギーのまちを押し出し、関連する企業の誘致、地域エネルギー会社の設立を

していました。当市において、近年での企業誘致成功事例はＤＯＮＵＴＳ社であり、市内の女性・

若者の働き方に選択肢をプラスしたと言えると思っております。関連して、市内にスタートアップ

の拠点づくりなどの動きが出てきているようにも聞いておりますが、行政としての感触はいかがで

しょうか。こういった動きを後押しするに当たり、行政が行っている支援を伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

私どもの感触といたしましては、通常の創業につきましては、創成塾の継続により、かなり浸透

してきてるんではないかなというふうに思っております。 

しかしながら、スタートアップと呼ばれるような新しいビジネスモデルとなるような企業につき

ましては、まだまだ、残念ながら当地域では浸透していないんではないかなというふうに感じてお

ります。 

これらを踏まえまして、今年度からは、学生のスタートアップを応援する事業に取り組んでもお

りますし、市内には、ご存じのようにキターレやクラブハウス美山のような、スタートアップ拠点

となるような施設もございますので、今後、積極的に、引き続き活用していただければなというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

学生の創業支援、すごくいいと思います。応援して、どんどん若い学生の方にも事業にチャレン

ジしていただきたいなと思います。 

それで、ＤＯＮＵＴＳ社に関して、なぜ私が言ったかというと、女性の働く場所づくりにすごく

貢献してくださってるんではないかなというふうに思っていて、同様の職種が、これをきっかけに、

市内に少しでも増えてくるといいなというふうに思うんですが、そういう動き、そういう部門に対

しての誘致活動などは、されていないのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

今ほどご質問のとおり、ＤＯＮＵＴＳ社につきましては、私ら企業支援といたしまして、ｔｈｒ

ｅａｄという場所をつくりまして、そちらで研修された方が就職されている場所でございます。そ

のｔｈｒｅａｄの活動の中で、都市部におけるＩＴ企業の企業誘致のほうも、私らと一緒に行って

おりますので、そういった動きは、少しずつではございますが、広がっておるんではないかなと思
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っております。 

実績といたしまして、そういったＩＴ企業が市内に事務所を構えて、市内の若いお母様方を採用

したという事例もございますので、今後も引き続き、そのような取組に努めていきたいというふう

に思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

承知しました。 

（３）について伺ってまいります。 

食料・農業・農村基本法が、今年度改正されました。改正のポイントを、すいません、課長、ご

説明いただけますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

基本法の見直しの最大の目的というのは、食料安全保障の確保・強化だというふうに考えており

ます。それ以外といたしましては、食料システムの確立ですとか、人口減少下での農業生産の方向

性、農村コミュニティの維持などが明確化されたことが大きなポイントであるというふうに捉えて

おります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

糸魚川市では、みんなで考える集落農業座談会が７月１７日から７月３０日の間、市内１１か所

で行われました。糸魚川市のホームページでその事業の案内を見ますと、糸魚川のおいしいお米は、

これから先もおなかいっぱい食べられるの、田んぼのカエルの大合唱は１０年後にも聞こえるのと

いう、将来の地域農業の姿をみんなで考えてみませんかという投げかけがありました。 

このたびのお米の品薄を受けて、まさに糸魚川のおいしいお米は、これから先もおなかいっぱい

食べられるのかというところに、私は不安にさせられた市民の一人です。個人農家さんは、既に稲

刈りを行っていらっしゃる方もいて、割と生産側の皆さんは、それほど何ていうんでしょう、怖が

ってもいないというふうにも聞いているんですけれども、消費者側からすれば、南海トラフによる

備蓄行動によったもので、幾ら一時的なものだったとしても不安を感じる出来事だったと思ってお

ります。個人的なお話で恐縮ですが、私、本当にお米が大好きで、糸魚川産のコシヒカリや新之助

を食べることにこだわりを持っているんですけれども、今回スーパーで、千葉県産の新米を私も買

いました。 
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また、１２月からサトウのご飯も値上がりするという報道を目にしまして、この改正後の基本理

念にある食料システム関係者により、食料の持続的な供給に要する合理的な費用は、考慮されるよ

うにしなければならないというところに、糸魚川市としてどのように対応していくのかなというの

を率直に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

今、国が考えております食料システムは、いわゆる生産者から消費者へお米が届く間には、やは

り小売ですとか卸、また加工、あらゆる産業分野を通過して、消費者のほうへ届いておりますけど

も、今なかなか燃油ですとか肥料等の高騰が続いている中、農業生産物につきましては価格転嫁が

厳しいような状況続いております。国では、そうした農家は一定程度のかかった費用を価格へ転嫁

して、引き続き農業・農村を維持していかなければならないという考えの下でシステムを構築して

いこうというふうに考えております。 

糸魚川市といたしましても、これから基本計画が見直しされてまいりますので、国の動向等を見

ながらになりますが、引き続き中山間地農業の維持・発展ですとか、やはり付加価値の高い、稼げ

る農業をどのように持っていくか、基盤整備ですとか圃場整備、農道、用排水路の整備等の基盤整

備をして、コスト縮減ですとか働きやすい環境づくりというものは、市のほうとしては目指してい

かなきゃならないのかなというふうには考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

もしかすると、生産者の皆さんにとっては、出回る米が少なくなったほうが、買取り価格が高く

なる。だから、いい面もあったりするのかなとは思うんですけれども、そのバランスがすごく難し

い問題だというのは、今のご答弁で理解することができました。 

もう一つお伺いしたいんですが、食料・農業・農村基本法の４本柱の一つであります農業の有す

る多面的機能の発揮に関わる交付金申請のために計画をつくらなければいけないというところで、

今回の座談会が行われたのかなというふうに理解しているんですけれども、その計画の中に、当然、

この座談会で出た意見を反映するものと考えますが、どのような意見があったのかお伺いいたしま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 
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今回の座談会は、基本法の改正はもちろんですが、１０年後の農地を誰がどのように耕作してい

くかという地域計画というものを今つくっております。そうした地域計画への反映という部分も必

要であるということから、今回、農業者だけではなく、広くＰＴＡですとか地区の役員さん、いわ

ゆる農業に直接携わっていない方々からもご参加いただいて、座談会をさせていただきました。そ

の中で、やはり機械の共同利用ですとか、スマート農業の導入、圃場や農道等の基盤整備の促進な

ど、ハードなご意見もございましたが、一方、やはり若者に農業の魅力を伝える、地産地消、子供

たちに農業体験など、ソフト面で、農業に関心を持ってもらえるような、そうした施策も必要では

ないか、活動が必要ではないかというような意見もたくさんいただいたところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

皆さんのお声が計画となって出てくるのを楽しみにしてます。農業を、やっぱり糸魚川市全体と

して応援していく必要があるなというふうに感じておりますので、ぜひ皆さんの率直な意見が反映

されたような計画にしていただきたいと思っております。 

それでは、質問の番号３、誰一人取り残されない学びの保障についてお伺いいたします。 

不登校児童の増加による懸念事項は幾つかあると思いますけれども、私は、以下の３つについて

お話ししたいと思います。 

１つ目に、社会的な孤独感の増加。２、学習機会の創出。３、心理的な健康への影響。個々のお

子さん、児童の状況によって、様々な要素が関わるとは思うんですけれども、だからこそ、対応策

や支援システムの充実が重要と考えますが、文部科学省は、去年、誰一人取り残されない学びの保

障に向けた不登校対策、ＣＯＣＯＬＯプランを教育現場に周知しているかと思います。不登校の児

童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと思ったときに学べる環境について、学びの多様化検討

委員会が、当市では設置されたと思うんですけれども、現在どのような検討を行っているのか伺い

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えさせていただきます。 

学びの多様化検討委員会につきましては、これまで当市の不登校児童生徒の実態と現状について、

また、学びの多様化について、それから市内の適応指導教室への現状ですとか、通信制の高等学校

の現状について、それから、この多様化検討委員会が設置されるまでに行いました視察の報告、そ

れから、文部科学省の、今ほどお話に出てきましたＣＯＣＯＬＯプラン等についての内容の学習会

等を行っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

ＣＯＣＯＬＯプランの勉強会も行ってらっしゃるということであれば、質問、ぴったり、通じる

なというふうに思って安心しました。 

次の質問なんですが、心の小さなＳＯＳを見逃さず、チーム学校での支援について、糸魚川市の

取組状況についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えいたします。 

心の小さなＳＯＳを見逃さず、チーム学校での支援ということなんですけれども、もちろん担任

の先生等が子供たちの様子を見取って行うというようなことも行っているんですが、それ以外にも、

健康観察アプリケーションを使ってその日の心の状態等を聞くですとか、そういったような取組を

行っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

チーム学校での取組が、健康観察アプリだとちょっと弱いなというふうに感じたんですが、何か

１人の担任の先生が１つの学級をもうずっと責任を持って見ているというんではなくて、学級の担

当という形で、みんなで見ていくような取組だったりは、市内では、まだないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

チーム学校づくりということなんですが、市内の学校はもう文部科学省のＣＯＣＯＬＯプラン、

その内容の趣旨を受けまして、大規模、中規模、小規模が、それぞれ学校規模に応じますけれども、

学級担任だけが１人で抱えるという体制は、もう脱しようぞというようなことで、管理職も含めて、

養護教諭、教育補助員さんというふうな方々、要するに子供たちに関わるスタッフが、チームをそ

れぞれ組みまして、どの学年にはこの人とこの人とこの人、この人が休んだ場合にはこの人が入る

というふうな部分の複数体制というふうな部分のところを市内の学校は今取っております。 

ただ、どうしても年休取ったりなんかして、たまたま欠ける場合もあるんですけども、そういっ

た場合については管理職が積極的に関わって、フォロー体制のほうを進めているというふうに、今

回の学校訪問等を通して、そこら辺りも私どもは聞いてまいってまいりました。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

学校の風土の見える化を通して、みんなが安心して学べる場所づくりについて、現状の取組につ

いて伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えさせていただきます。 

学校の風土の見える化ということなんですけれども、やはりみんなが安心して学べる学校、場所

づくりということになりますと、やはり学校ですと、学級というのが一番大事になってくるかと思

います。 

そこで、市では学級づくり研修会等を年２回行いまして、子供たちが安心して生活できる学級づ

くりを先生方に学んでいただいております。 

また、学校で安心して生活できるためのもう一つの基盤としましては、やはり勉強が分かるとい

うことがとても大事かなというふうに考えております。そちらのほうにつきましても、様々な研修

会を行いまして、先生たちの指導力の向上に努めておるところでございます。 

また、開かれた学校ということで、コミュニティスクールの方ですとか、あるいは地域の方から

たくさん学校に入っていただきまして、子供たちの様子を見てもらいながら地域全体で学校でやっ

てることがよく分かってもらえるような活動をそれぞれの学校で工夫してやっているかと思います

ので、そういった中で、学校の風土が見える化ということを進めているかと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

どうもありがとうございました。 

最後に、教育長から、糸魚川市内の学びの保障について、お考えを述べていただきたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

ご質問にお答えいたします。 

教育の機会を全ての子供たちに与えるために、今、私たちに何ができるかという大きな課題提示
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だろうと私は捉えています。文部科学省からのＣＯＣＯＬＯプランにもあったように、やはり今現

在できる対応について、スピード感を持って、できるところから即行動開始というふうな部分のと

ころを大事に尊重しております。具体的には、オンラインというような形の効果が、大分発揮され

ていますし、コロナ禍によって、ここら辺りはかなり自由に使えるようになってまいりました。 

したがいまして、不登校の児童生徒におかれましても、本人が望むというふうな部分が少しでも

見えたときに、このオンラインで誰か彼かとつなぐというような部分のところを尊重して、今現在

進めています。 

それから、校内教育支援センター、スクールサポートルームというんですけども、これは、郊外

だと適応指導教室みたいな形になるんですけど、そんなふうに教室じゃないんだけれども、校内に

自分の居心地のいい場所というふうな場所を、環境づくりを設定しまして、そこら辺りのところの

ルームを有効に使ってもらおうということで、市内の中学校４中学校では、その環境が整っており

ます。それから、県からの協力も得まして、モデル校として市内の小学校１校なんですけれども、

小学校での取組等も試行的に、もう積極的に始まっています。 

それらの取組を通して、校内のサポートルームみたいなものが、どんなふうに機能しているのか。

校外の適応教室もあるんだけども、校内で子供たちが少しでも居場所として喜んで少しでも過ごせ

るというような環境づくりはどうあるべきなのかという部分についても模索して、今現在進めてお

ります。 

それから、先ほど小川参事も話しましたように、心の健康観察というふうな部分が非常に大事だ

というふうな部分で、研究成果も出ています。これは上越教育大学の先生方がチームになって、県

内で今取り組んでいるんですけども、その制度にも、糸魚川市は乗っかっております。不登校で心

が悩んだりいろいろこうしたときに、自分の思いや願いみたいなものがなかなか表出できない、言

葉にできないというふうな部分は、やっぱりこのタブレットの簡単な調査、アプリのものによって、

返事を出すことによって、いち早くキャッチするというような部分で、キャッチした場合には、す

ぐ対応していくというふうな部分のシステム化は可能になっていますので、それを有効に使って、

これからどんなふうな形で効果が出るのか、検証も含めて進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。それが、今現在、特に力を入れている対応の一つです。 

そのもう一つの一方に、どういう学びの環境が必要なのかということも、検討委員会を立ち上げ

て、今研究しておりますけれども、その一つに、学びの多様化学校というふうなプランも上がって

きています。これが、果たして糸魚川市に合うのか、合わないのか。今の適応指導教室の校内外で

何とかできるのか、できないのか。学びたくても学校に行けない生徒たちが、学びたいというふう

な気持ちを持っている子供に対しては、やっぱり学べるような環境をつくらなければいけないとい

うふうなことも、環境づくりは大事な要素になってくると思うんです。そんな場合に、糸魚川市に

マッチした、そういった環境になるのか、ならないのか。どういうふうな方向で進めていけばいい

のかってことも情報収集しながら、委員の皆さんと検討を重ねながら、今現在、模索してるという

のが現状でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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伊藤議員。 

○６番（伊藤 麗君） 

不登校の長期化になりますと、友情の築き方やコミュニケーションの取り方が分からないだとか、

後は学力や将来のキャリアに影響を及ぼす可能性があったりだとか、自尊心や自己肯定感が低下す

るということが考えられると思うので、その学びの多様化、学びの保障について、引き続き検討で、

できるだけ早急に実装していただければなというふうに思います。 

質問は以上です。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、伊藤議員の質問は終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を３時５分といたします。 

 

〈午後２時５４分 休憩〉 

 

〈午後３時０５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 〔１１番 保坂 悟君登壇〕 

○１１番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、国県に対する緊急政策提案について。 

(1) 地方医療機関への財政支援と構造改革への支援について。 

① 市として厚生連糸魚川総合病院の経営分析をしているか。 

② 市内の開業医の年代や後継者について把握をしているか。 

③ 地方における医師の偏在対策として、医師の準国家公務員化を勧め、一定期間は地方赴

任を行う制度の導入を提案する考えはあるか。 

(2) 地方鉄道の準国鉄化について。 

① 観光立国を目指す国の役割として、鉄道本来の目的と強みの再認識を促し、オーバーツ

ーリズムの解消や南海トラフ地震を踏まえた緊急輸送体制の確保のため、鉄路の分断は避

けるべきである。ローカル線を持つ自治体と連携して準国鉄化を国に要求する考えはある

か。 

② 鉄道と一般道路と高速道路において、脱炭素化の視点から一定の割合を財源共有するこ

とを提案する考えはあるか。 



－ 130 － 

③ 大糸線の将来ビジョンについて、インバウンド戦略として特別リゾート列車や季節観光

列車を導入する場合、ＪＲ西日本が主体者となる環境を国に求める考えはあるか。 

２、各種予防接種の対応について。 

(1) 帯状疱疹ワクチンの助成制度導入について。 

  県内の自治体では接種費の助成が進んでいる。当市の検討状況はどうなっているか。 

(2) 子宮頸がんワクチンについて。 

① 今年９月までがキャッチアップ制度の期限となる。その周知について改めて行う考えは

あるか。 

② ２０２０年１２月より男性のワクチン接種が承認されているが、その背景や効果等の周

知を行っているか。 

(3) 新型コロナウイルスワクチン接種費軽減について。 

  高齢者の定期接種費用は約７,０００円とし、一般の方は約１５,０００円の見込みとして

いる。市民負担の軽減を行う考えはあるか。 

(4) 子供のインフルエンザワクチン接種費軽減について。 

  多子世帯や２回接種の必要がある１２歳以下の子供たちに対して、物価高騰対策として助

成額を拡充する考えはあるか。 

(5) 各種ワクチンの情報提供の周知徹底について。 

  ワクチンは予防効果がある一方で副反応がある。特に任意接種の場合の判断材料となる正

しい情報の周知を行っているか。 

３、熱中症対策について。 

今年の夏は熱中症アラートがたくさん発表されており、猛暑や酷暑に対し、もう一つギアを入れ

た対応と準備が必要と考える。具体的に対応策を伺う。 

(1) 市職員へのミニ扇風機付空調服の導入を考えているか。 

(2) 学校や公民館に冷水器の設置を考えているか。 

(3) 学校の体育館に冷房機（エアコン）の設置を考えているか。 

(4) 駅やバス停、スポーツ施設等にミストの設置を考えているか。 

(5) 公園等に水遊び場の新規設置を考えているか。 

(6) 各種冷房機器の電力に太陽光発電の推進を考えているか。 

(7) 地域通貨を活用した、安否確認と熱中症予防のアナウンスにポイントを付与する声かけ運

動を展開する考えはあるか。 

(8) 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）について、公民館や民間施設等へ拡充する考

えはあるか。また、シェルターマップを作成し、アナログとデジタルで周知をする考えはあ

るか。 

４、動物愛護について。 

(1) 市内における地域猫の把握はできているのか。 

(2) 地域猫を見つけた場合、どこに、誰に連絡するのか。 

(3) 市内の動物保護団体は幾つあるか。また、その活動内容や規模を把握し、市民周知をして

いるか。 
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(4) 不妊・去勢手術等の活動（ＴＮＲ）団体は幾つあるか。また、その活動内容や規模を把握

し、市民周知をしているか。 

(5) 動物保護施設の基準と運営の監督はどこが行っているか。 

(6) 施設規模、ケージ数、スタッフ数、運営内容等を公開し、周囲からの理解と協力の輪を広

げる取組はあるか。 

(7) 動物保護活動団体の施設で受入れ限度を超えた場合、県や市はどのような対応を行ってい

るのか。 

(8) 動物保護活動団体への支援について、多頭飼育崩壊等で一気に多くの猫を保護する場合や、

活動資金が不足した場合に行政が活動団体に支援する制度はあるのか。 

５、水産業におけるスマート化の推進について。 

(1) 市内に新潟県立海洋高校、上越漁協、道の駅マリンドリーム能生とかにや横丁があり、

「教育・産業・観光」という三位一体で水産業のスマート化を推進できる環境がある。これ

までの産学官連携事業に「新しい働き方」や「新しいビジネス」と「デジタル人材の育成と

登用」を行う必要がある。そこで、緑でつなぐ未来創造会議（３Ｍ）のように展開すること

を提案するが、市としての考えはあるか。 

(2) 水産業の法人化の推進について。 

① 糸魚川市の名物「かにや横丁」の維持とカニ漁場の管理と技術の継承を考え、人材育成

と働き方改革の視点により、カニ漁師さんによる法人化に向けた検討を提案できないか。 

② 地球温暖化に対応した養殖事業の推進について。 

  ウナギ、スッポン、チョウザメ、サケ、ノドグロなどの高価格帯で取引される品種の養

殖を国、県、大学と地元企業と一緒になってモデルケースとして取り組むプロジェクトの

検討はできないか。 

(3) 当市における観光立国と水産業の戦略について。 

  マリンドリーム能生と海洋高校と漁協で、観光や船舶の学科のある大学と連携し、観光産

業の展開を検討する提案ができないか。 

６、防災・減災について。 

(1) 防災協定の点検について。 

  備蓄品の管理と、防災協定による備品や物資の提供の在り方について点検を行っているか。 

(2) 防災公園について。 

① 能登半島地震を教訓に、美山公園等の高台にある公共施設を中心に、津波対応型防災公

園として位置づけた整備を検討する考えはあるか。 

② 自動車避難の備えとして、防災公園や高台への道路整備をする考えはあるか。 

(3) 要支援者等の避難について。 

  能登半島地震を教訓に、津波に対する垂直避難の避難場所の提供についてまとめているか。

また、それらの周知はできているか。 

(4) 動物の同行避難について。 

① ペットを家族として位置づける条例の制定を考えているか。 

② ペットを持つ世帯間でネットワークづくりをする考えはあるか。 
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③ 獣医による同行避難セミナーの開催は考えているか。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

市長に代わりまして、保坂議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、毎年、ＪＡ新潟厚生連から、病院の患者数の動向や収

支状況、今後の情勢や取組について、報告を受けております。 

２つ目につきましては、現状について、把握しております。 

３つ目につきましては、医師の偏在対策について、引き続き、国や県へ訴えてまいります。 

２点目の１つ目と２つ目につきましては、持続可能な地方路線として維持確保を図るため、現在、

国に対して、必要な支援や財源の確保等を要望しているところであります。 

３つ目につきましては、現在、沿線自治体及び関係者と一丸となって、利用促進に取り組んでお

り、その成果を踏まえながら、国や県、ＪＲ西日本と協議してまいります。 

２番目の１点目につきましては、６月に厚生労働省において定期接種化に向けての審議が行われ

ており、今後の動向を注視してまいります。 

２点目の１つ目につきましては、４月と７月に対象者宛てに個別通知を行い、ホームページでも

周知しております。 

２つ目につきましては、定期予防接種でないことから周知は行っておりません。 

３点目につきましては、高齢者の定期接種費用は、県が一括して行う契約で定められる予定であ

り、まだ金額は示されておりません。 

また、任意接種となる一般の方への接種費用の助成は、現時点では行う予定はありません。 

４点目につきましては、物価高騰対策としては考えておりませんが、ワクチンの単価改定の動向

を見ながら検討してまいります。 

５点目につきましては、市医師会からの助言を受けて助成を行っている任意接種の説明書を事前

配布しております。 

３番目の１点目につきましては、既に一部の職場で導入しております。 

２点目につきましては、現時点では考えておりません。 

３点目につきましては、近年の夏の暑さを考えますと、避難所にもなる学校体育館へのエアコン

設置の必要性は高いと考えております。 

４点目につきましては、状況等を踏まえて、検討してまいります。 

５点目につきましては、現時点では考えておりません。 

６点目につきましては、冷房機器の電力としてだけでなく、家庭生活における脱炭素社会に向け

た取組として必要なことと捉えており、引き続き推進してまいります。 

７点目につきましては、新たな取組の予定はありませんが、独り暮らし高齢者安否確認事業など

で、声かけを行っております。 

８点目につきましては、状況等を踏まえ、検討してまいります。 
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４番目の１点目につきましては、県所管のため確認したところ、県では、把握していないとのこ

とであります。 

２点目につきましては、糸魚川保健所となります。 

３点目と４点目につきましては、県が把握しているのは１団体とお聞きしておりますが、市民へ

の周知は行っておりません。 

５点目につきましては、基準については、法律で定められており、県が所管をしております。 

６点目につきましては、県が動物愛護団体と連携し、イベントを実施しております。 

７点目につきましては、県において、一時的な保護を行う場合があるとお聞きしております。 

８点目につきましては、現時点において、県や市の支援制度はありません。 

５番目の１点目につきましては、関係機関と連携し、今後の展開について検討してまいります。 

２点目につきましては、関係者の意向が重要であると捉えております。 

３点目につきましては、当市の特色を生かした連携の一つとして、先進事例等について調査研究

してまいります。 

６番目の１点目につきましては、国や県のほか、災害時応援協定団体と情報共有を行い、支援要

請が行えるよう、体制を整備しております。 

２点目につきましては、新たな防災公園や道路整備は考えておりませんが、自動車での避難方法

について検討してまいります。 

３点目につきましては、津波避難ビルは、津波ハザードマップに掲載しており、引き続き、周知

してまいります。 

４点目の１つ目と２つ目につきましては、現時点では考えておりません。 

３つ目につきましては、セミナーの開催について、検討してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

それでは、順番どおり質問させていただきます。 

まず、１番目の１点目の①であります。 

糸魚川総合病院単体では、報道によりますと２億２,０００万円の赤字、県内の厚生連全体では

６０億円の赤字と報道されています。糸魚川市からは、糸魚川総合病院へ２億２,０００万円の直

接的支援を行っていると。厚生連では、次年度の資本金が枯渇するおそれがあるとしていると。 

このような背景を踏まえて、市として、今の段階で一時的な緊急支援を具体的に考えているのか。

また、市として中長期的な経営支援というものを具体的に考えているのか、その辺をお聞かせくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

糸魚川総合病院に関しましては、恒常的に今そういった状況の中で財政支援をしてまいりました

が、今回は、やはり糸魚川市のみならず、関係団体、関係自治体、そして団体ではなくて、関係市

の中で対応しなくてはいけないと思っておりますし、また、県もやはりそういった支援をしていた

だく行政としての枠の中に入ってもらって、このたびは対応していきたいと思っております。各公

的病院のある市だけで対応を、私はするんではいけないと思っております。全体でやっていかなけ

れば、新潟県の地域医療の、この市になっていかないと思ってますので、そういう形で今回は進め

ていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

市単独では難しく、県全体、また厚生連と関係自治体との連携を図りながら支援はしていく方向

というふうに受け止めました。 

そこでです。今後の人口減少であるとか高齢化を考えると、病院経営についてでありますけども、

糸魚川市における患者数に対する医師数、または看護師の医療従事者の人数、そういったバランス

として、今の病院経営における黒字化というのが、今の背景を背負った状態で黒字化できるのかと

いう構造的な部分についての調査研究とかをしていかないと、ただ一時的にお金をやって、そのと

きしのいだとしても、結局、幾ら頑張っても黒字化できないような背景があるんであれば、それは、

もう国なりに抜本的な病院経営の構造を変えなきゃいけないと思うんですけども、そういったとこ

ろについての議論であるだとか、また、県が国に対して、県立の病院のこともありますけども、そ

ういったその経営体として今のシステムが正常なのか、それとももう高齢化等もあったり少子化も

あって無理があるのか、そういった何か基本的なところのチェックというのはどのように捉えてい

るのか、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり今、議員ご指摘のとおり、人口減少が著しいとこ、そしてまた、この中山間地域において

は、非常に地域医療が危ぶまれておる状態があるということは、やはり地域医療体制がしっかり整

ってないという状況でないかと思っております。赤字が出ても、やはり地域医療をやっていかなく

てはいけないという、やはり基幹的病院が、今、厚生連が多く受け持っておられるという状況の中

でございますので、ただ単に厚生連のこの病院だけで対応できるものではないと思っております。 

そのような中で、我々は、平成３０年に地域医療連携推進協議会というものをつくって、その辺

を申し上げてきておる部分がございますので、我々といたしましては、以前からそういった事柄が

ありますよというのは、県に言ってきたところでございます。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

素人考えで恐縮なんですけど、例えばですよ、今、糸魚川の人口が３万８,０００人とした場合

に、やっぱりその、医療の運営として黒字化するにはどういったバランスでやっていかなくちゃい

けないのかと。また、さらにまた人口が減っていったときに、どういうふうなバランスが必要なの

かと。 

先ほどの伊藤議員のところでもあったとおり、今度やっぱり立地の問題もあります。私自身も家

族が富山大学病院に通ったり、上越の県立中央病院に通ったりしたことを踏まえて、やっぱり冬の

期間とか非常に大変な思いをしたのでよく分かるんですけども、今の高齢者の方たちの声を聞くと、

やっぱりその通院であるだとか、糸魚川総合病院さんにお世話になりたかったんだけども、もし富

山へ行ってください、上越へ行ってくださいって言われたときに、おら、どうやってそれ、通やい

いんだやとか、または、家族の面倒見りゃいいんだよ、そういう声が非常にたくさんあって、すご

く何ていうかな、不安がってるんですね。 

そういった意味で、まだまだその厚生連等の動きとか県の動きが見えない中で、答えられないか

もしれませんが、少なくともそういった不安を払拭するような緊急的な対応、また、行動というの

を見せていかなきゃいけないかと思うんですけども、そういった取組のピッチを上げていくような

考えとか、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、それをやはり、今県内には７医療圏域がございます。県央は今、三条病院で、その辺は解決

してるわけでございますが、県内で、そういうことで取り組まなくちゃいけないのは、上越圏域だ

ということの中で地域医療構想が入ってきております。今現在で、糸魚川総合病院が独自で黒字に

するという状況は、できないと私は思っております。そんなことから、糸魚川市もそういった支援

をしてきたわけでございます。ただ単に、じゃあその地域だけで、地域といいましょうか、１つの

市だけで総合病院と、そうやってこれからも維持していけるかというと、さらに人口減少が起きた

ときに、今の状態も守れなくなってくるんではないかということから、この地域医療構想が進んで、

進めていかなくてはいけない。そして、上越圏域で今ご指摘のあったような状況にならないような

仕組みができないかということが、やはり地域医療構想の一番のもとになっております。それを今、

組み立てていかなくちゃいけない。そして、今以上進んでしまうと、医師もいなくなったり看護師

もいなくなってからやったんでは、手後れだろうということで、いち早くやらなくてはいけない。

そういう状況の中で取り組んでいきたいということで、地域医療構想が上越圏域で進めておる部分

でございます。 

そういう中で、それを待たずして、今、厚生連が、経営が厳しいというのが発表になったわけで
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ありますので、緊急的にやらなくちゃいけないこと、そして、地域が今まで地域医療を進めてきた

ことも、それもしっかりその中で描いていかなくちゃいけないんだろうと思っております。現状は、

そういうのが、今の偽らざる状況だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

お金のことなのでなかなか難しいんですけども、少なくとも、その資本金が枯渇するなんていう

情報を聞いてしまうと、本当に皆さん心配されるんで、場合によっては国、県、各自治体でカンフ

ル剤として一時的には注入して、要は考える時間を二、三年考えて、対応できるようなぐらいの、

やっぱり見通しをつけていただかないと、皆さん逆に不安がってしまって、おら、ここに住んどっ

ていいんかやみたいな話にまで発展しますので、その辺は、ぜひ留意しながら今の動きを進めてい

ただければなというふうに思うんですが、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、議員ご指摘のとおりでございます。やはり１年で、それを改善できるかったら、できないん

じゃないかというところもございます。まだ、それは全然報告はないわけでございますので、やは

り基本的には、厚生連の財政改革、そして、それにいたしましても医師や看護師を減らしてやるん

じゃないと。それは、何とか減らさないで対応してどうなんだというところを今詰めていただいて

おるところでございまして、そして、それが出てきたときに関係市、そしてまた県、そういう中で、

またさらに議員もおっしゃっておられるように、国に対してもどうなんだという、やはり地域医療

が崩壊するような状況が今生まれてるわけであります。これは、新潟県のみならず、全国にあると

いうのも私は述べておりますし、国へ行ったときにそのように伝えたことでございまして、国もや

はりその辺は、情報は持ってるようでございますので、そのような、今後対応をしていきたいと思

っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

あまり話をしたくないですけども、あえて言いますけども、私の地元には姫川病院というのがご

ざいまして、あの病院が閉鎖する前後といいますか、ああいったときにもう少し知恵を絞れなかっ

たのかとか、もう少し違った対応ができなかったのかってすごく、何ていうか残念な思いを非常に

思っております。今回についても、もたもたしてて、なんか最悪な状態になるのだけは避けるべき

だと思っておりますので、そういった意味で、先ほどカンフル剤という表現を使いましたが、ぜひ

そういった意味でほかの自治体とも連携を取りながら、要所要所、何ていうかな、釘を刺していく
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というか、漏れのないような対応をぜひやっていただきたいと思います。 

そこで、次の２番目になるんですけども、今、市内の開業医の実態というか、それは把握されて

いるということなんですけども、いろいろやっぱ開業医の皆さんの年齢であるだとか、あと、その

後継者の確立ができてないであるだとか、いろいろそれも開業医さんが言うんじゃなくて、通われ

てる市民の方から、あそこも何か病院閉鎖になったみたいだとかというふうに聞かれると、またそ

れも不安をあおってしまうと思うんですね。それは開業医なんで、何とも言ってみようはないんで

すけども、少なくともそういった部分を補完する意味でも、糸魚川総合病院の存在というのは、逆

に大きくなるわけで、そういった部分でのやっぱ実態も、県・国に紹介しながら、何ていうのかな、

糸魚川総合病院の在り方というものをぜひ強調していただきたいなと思います。 

それはそれとして、次の３番目、今度、医師の偏在対策、最近、厚生労働省のほうでも偏在対策

ということで予算を組まれて、いろいろ具体的にやっていくというんですが、この医師の偏在に関

しましては、長きにわたる課題でありまして、ただその中で糸魚川市では、医師養成資金貸与制度、

月額３０万円という画期的な事業を長年取り組まれておりまして、この取組について、ほかの自治

体でも始まったり、県でもやるようになったり、今大学では、地域枠というふうにして、一生懸命

お医者さんを確保していこうという動きは環境的にいいかなと思ってるんですが、ただ、実際には

この大きな病院での勤務医、研修医の負担が大きいため、一斉に医師が辞めたりだとか、あと糸魚

川市においても産科医が一時的に確保できず大変苦慮した経験とか、あと小手先の対応ではなくて、

やっぱ国が本気になって、何ていうの、医師を、この偏在を直していくというか、そのためには過

去に遡りますけれども、やっぱり一定のお医者さんを地方に、何ていうの、赴任させるというか、

配置させるような動きというのは、今やらないと、逆にいけないんじゃないかなと。今やってこそ、

今の医療体制を維持する要になるんじゃないかというふうに考えるんですけども、今ほどの回答で

は、要望もしているようですけど、その辺の感触とか動きとか、もし分かったら教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

糸魚川市は、今言ったように、議員がおっしゃっておられるように、非常に医師不足といいまし

ょうか、最前線に位置づけになっております。そのことから、糸魚川市が、非常に以前から医師の

不足解消に対して力を入れてまいりました。それは、取りも直さず、やはりスタートは、姫川病院

の閉院からあります。そういう今、県内においても病院が倒産したというのは、本当に県内の中で

もトップだったし、全国でも有名な出来事であったわけでございます。 

そういう中で、我々はどうするべきかというのは、やはり残った糸魚川総合病院は、絶対なくし

てはいけないということで、連携してまいりました。 

それともう一つは、やはり開業医の皆様方の高齢化というところもあったりして、その辺も考え

たときに、そういった現象が起きるんではないかということで、取り組んでまいりました。 

そういう状況でありますが、さらに人口減少が進む中においては、地方は非常に厳しい環境にな

っておるわけでありますが、それもやはり我々も今現れてくるわけで、今はいいかもしれませんが、
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じゃあ５年後はどうなんだ、１０年後はどうなんだ、非常に厳しい環境になるんではないかなとい

うことで今取り組まさせてもらっております。そういったところを、やはり今の我々厚生連の要望

の中で、県は当然なんですが、国のほうにもお願いに行っております。国のほうに強く言って、前

も伊藤 麗議員のご質問にお答えいたしましたが、強く要望してる中においては、国もその辺を情

報を得ながら対応していくという、今方向にあると思っております。でありますが、我々は手後れ

になっては困るという、今その最前線によるというのをしっかりと伝えていかなくちゃいけないと

思っておりますし、早く改善していただきたいと思っておりますので、我々は、これからも引き続

き強く要望してまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

何度も姫川病院の話が出てしまうんですけど、逆にその経験があるからこそ、また、ぜひ強く要

望の活動をお願いしたいと思います。 

次に、地方鉄道の準国鉄化についてであります。 

鉄道はつながっているからこそ、いざというときに価値があると思っております。 

しかし、大糸線のようなローカル線に対して、漠然と沿線住民の利用者を多く増やそうとしても、

一時的なイベントで効果はあるかもしれませんが、根本的な継続には、私は無理があるというふう

に思っております。 

そこで、市内外の人がこの列車に乗ってみたい、この路線の景色が見てみたいとなるような観光

列車にシフトすべきと思っております。十日町市で行われている大地の芸術祭があるんですけども、

それの鉄道版みたいなものといいますか、車窓から見たその景色、また駅に降りて体験できるもの、

または二次交通を使って、この面白い、何ていうかな、遊び方ができるみたいな、そういったもの

を本気になって考えていくには、どうしてもその所有している鉄道会社の心意気といいますか、そ

れがないと、幾ら周りでどうだどうだって言っても、沿線利用者が増えないとできないんだと言わ

れると、もうそこで話が煮詰まってしまうので、そういう部分も大事なんですけども、もう少し本

当に、何だ、ＪＲ九州ですか、いろんな観光列車を導入して、次から次へとキャンペーン張ってい

くような、ああいう動きも、こういう何か大糸線とかトキめき鉄道であるだとか、新幹線にタイア

ップした形でやっぱり今やるべきだと思うんですね。今、観光立国と言ってるわけですから、外国

人のインバウンドの人数もすごく多くてオーバーツーリズムになって大変だというんだから、やっ

ぱ地方にお客さんを回すぐらいの、そういったところも、国も鉄道会社も必死になって、そこで稼

ぐというふうにしていかないといけないと思うんですけども、そういう少し大きなスパンというか、

パイでものを考えるような取組というのはできないものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

議員おっしゃるような観点で、今ちょうど利用促進ということで、松本から糸魚川までの沿線自
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治体と一体となって、それから長野、新潟、両県も加えた中で利用促進を図っております。こうい

ったことによって、この沿線の魅力の、要はレベルアップというか顕在化ですね、これを図ってい

くことによって、ここに、この沿線にポテンシャルがあるということをＪＲに示していきたいとい

うふうに考えておりますし、ＪＲも民間企業でございますので、そこにポテンシャルがあって、そ

こで商売が成り立つということが見えれば、ＪＲが、企画列車ですとか、そういったいろいろな取

組をしていくきっかけになるかと思いますので、今、沿線の自治体一体となって、そこのポテンシ

ャル、それを示すといったところで利用促進に取り組んでいるところでございます。そういったも

のをベースにＪＲ、それから両県も含めた中で協議を進めていきたいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

そこで、確認になるんですけども、そのポテンシャルについては、要は国内、国民向けのポテン

シャルとしているのか、いわゆるインバウンド、外国人の鉄道旅行を楽しまれる方に受けるような

魅力というものを考えているのか、何かそういった戦略というのはあるのか、その辺を教えてくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

今現在、今年度取り組んでいる部分に関しましては、国内向けということで取り組んでいます。

当然、松本の上高地ですとか大町のアルペンルート、それから白馬エリアですとか白馬バレーです

ね、こういったインバウンドに人気の観光スポットが数多くございます。こういったところを生か

しながら、インバウンドをターゲットとした利用促進というのも必要かというふうに考えていると

ころでございます。沿線自治体、それから両県を含めた中で、どういうふうな形で先ほどのポテン

シャルを示していくのか、これについては、今検討を進めているところでございますので、今後の

展開につなげていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

私のところの公明党の夏季研修会で山口代表が来られたときに、やっぱりこのローカル線のこと

について質問させてもらいました。そのときに、どういったことをすればローカル線の、何ていう

のかな、支援みたいなものができるのかと聞いたときに、やはりその沿線の自治体、またはその鉄

道会社が、しっかりしたビジョンを持った上でプレゼンするなり、その路線の、さっき言った魅力

みたいなものをきちんとアピールすれば、何ていうのかな、その反応としては多少動きが出るんじ

ゃないかというような回答をいただいておるもんですから、やはりそういった部分では、地元の努

力と、それで稼いでいこうという、観光にかける思いみたいなものがないと、なかなか難しいのか
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なというふうに印象を受けてきたんですけども。今このインバウンドのこういう背景を背負ってる

ときが本当に私はワンチャンスかなというふうに思っておりますので、そこでもやっぱり鉄道会社

がその気になってもらわないと難しいというところ、繰り返しになるんですけども、一休さんの逸

話じゃないですけど、虎のびょうぶがあって、そっから出したらつかめますよみたいな、とんちの

話がありますけど、ＪＲも出せ、自治体も出せって言ってるようじゃ何も変わらないんで、やはり

一緒になって稼ぐというところで、また、何ていうかな、地域の繁栄ということを考えていく、そ

ういう何か協議ができるようにしてもらいたいなと思うんで、そこで、本当は国から音頭を取って

もらいたいんですけども、そういったことというのは、今の段階ではできないんでしょうか。それ

とも、沿線自治体で、また要望行けば、そういったテーブルが用意できるのか、その辺の感触、あ

れば教えていただきたいんですけども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ＪＲ大糸線につきましては、ご承知のとおり、所有はＪＲ西日本であったりＪＲ東日本であるわ

けであります。その会社がその気にならなければ駄目なところがございます。基本的にはそういう

ことなんですが、そして実際は赤字路線、向こうは、お客さんさえ多く来れば利便性も高めていく

し、いろいろとグレードも上げていくというような言い方をするわけであります。我々は、やはり

今課長が述べたように、非常にポテンシャルの高いエリアなんだという説明をしてるんですが、そ

の辺がずっと平行線であります。 

そういう中で、最近、課長答弁にありましたように、ようやく我々の、今まで一番要望の中で上

げておりました利便性が悪いからの中で、接続がやはり悪いというのを上げております。それをよ

うやく取り上げてくれて、増便バス、列車が増発できないからバスで代行していくというようなと

ころを、やっと動き始めました。そういう、やっと動き始めたわけでありますが、しかしそれは、

単なるマイナスのところをプラスに変えようというところにまでいってないやつで、マイナスが少

しよくなったという状況であるわけでございますので、それをやったからといって、本当にお客さ

んが増えるような、この、支障じゃないところがございます。それをやっていくにはどうすればい

いのかというのは、我々、いろいろアイデアを出すんですが、やはりやるのはＪＲというところで、

なかなか折り合いがつかない状況がございます。ＳＬを走ることにつきましても、なかなかうまく

いかない状況もあったりもいたしております。雪月花を入れるというのは画期的なことであったわ

けでございますが、例をつくったら毎年やれるような状態がございます。 

そういったことでございまして、我々は、もっといろんなアイデアを出しながらやっていきたい

と思いますし、もう一つやらなくちゃいけないことは、沿線住民のマイレール意識を高めていくこ

とでございますが、だんだん沿線住民、高齢化になっていて、なかなかそういったその状況も見れ

ないのも残念でございますが、同盟会であったり、利用促進の協議会だったりで今取り組んでいる

のが実情でございまして、ぜひともやはり住民の皆様方と一体となった取組というのは大事な事柄

でございまして、今の現状は、そういう状況で、１人でもやはり多く乗降客が増えることによって、
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我々これからのＪＲの要望につなげていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

ぜひ難しいことであるかもしれないですけども、やっぱりやる価値はあると思いますのでぜひよ

ろしくお願いいたします。 

次、２番目のちょっと角度の違う質問を今回させてもらってるんですが、鉄道と一般国道と高速

道路で脱炭素化の視点から財源共有化というのは、結局何が言いたいかというと、道路と鉄道の維

持管理について抜本的な見直しが必要な時期に来ているのかなというところからこういう発想が出

ました。 

国立社会保障・人口問題研究所、社人研ですかね、の日本の将来の推計人口の最新版によれば、

２０５０年には１億人、２１００年には５,０００万人、半分、半減を下回るというふうな数字が

出ております。つまり主要都市をつなぐ道路と鉄路は、もちろん基幹道路として大事なんですけど

も、逆に、この小中規模の地方都市をつなぐ道路と鉄路の役割というものを、やっぱ再検証してお

くべきではないかと。通過点となるような小規模自治体で、道路と鉄路が寸断されれば、この大規

模災害があったときに困るのは、東京を中心とした国や大企業であると私は思っております。今も

う既に言われてますけど、地方にやっぱサテライトオフィスを持つだとか、災害のときにもやっぱ

二次的に会社なり国が機能できるようにしていこうということを考えた場合に、やっぱり鉄路と道

路というものをやっぱり一体的に維持管理していくのは、国の役目だというふうに思っております。

この地方のこういう自治体におけるこの建設業の方がいてくれるからこそ、いざとなったときに修

繕であったりとか対応ができるわけで、そうなったときにやっぱり道路、鉄路というものを一体的

にやっぱ補完していくという考え方を今持たなきゃいけないんじゃないかなということで質問させ

てもらったんですが、なかなか縦割りの難しいところもあるかと思うんですが、そういった地方か

らの投げかけって、私、必要だと思うんですけども、その辺の考え方、いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

今、例えば道路の場合ですと、行政が道路を造って、そこを維持管理をして、バスなり物流は、

その上を通っているという状況です。高速道路は料金を払いますけど。鉄道に関しては、大概のと

ころは会社が走るところを整備をして、そこの上を自分たちの会社の車両が通るというのが基本の

ところです。今、議員言われるところは、そういう部分の財源の部分のところを一体化的なという

ところかと思います。それは、国鉄化、準国鉄化というところにつながっていくんかと思いますが、

国もこんだけお金がないというふうに言っておりますと、今の在来線、ローカル線の部分のエネル

ギーがますます道路のほうに吸収され得るというところもございます。 

そこで、やはり大事なのが、今、議員おっしゃったようなネットワークですとかリダンダンシー
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とか、そういう部分の維持確保というのは、そこの通っているところの自治体だけではないでしょ

うということを、これも議員の提言どおりです。ローカル鉄道が有している行政が、今は大糸線の

沿線は連動しておりますけど、そういう状況にあるところが声を合わせて、これはＪＲではなくて、

国に対して強く言っていくというところが大事なんだと思います。市長も、事ある機会を通じて、

知事なりいろんなところでは発言をしてるんですけど、もう少しこういう力を束ねていく必要があ

るというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

私も理想がそうなんですけども、またぜひ、何ていうかな、しっかり機会を捉えながら訴えてい

ただきたいというふうに思います。 

それから、大糸線の将来ビジョンについて、インバウンド戦略、特別リゾート列車、観光列車の

件でございますが、これ何遍も言いますが、ＪＲ西日本が動かないとなかなかできないんですが、

ただありがたいのは、今回、ＪＲ西日本は、臨時増便したバスの運行をはじめとして、そのほかに

も、今回、旅行商品の造成、謎解きラリーの実施、大糸線特設サイトの開設、ＪＲ西日本を媒体等

とした、活用したプロモーションの実施、京阪神、北陸エリアでの駅のＰＲイベントの開催、デジ

タルチケットの造成に取り組んでいると。それは本当に覚悟を持って臨んでおられることだなと思

うんですけども、何ていうのかな、それをやったら終わりじゃなくてですね、やっぱり何ていうか

な、私のイメージだと、長野県の白馬があって、糸魚川があって、やっぱその妙高というのがあっ

て、それをつなぐエリアでやっぱり外国人を楽しませるようなリゾートの列車、また、子供たちの

体験観光の主力として山あって、海あって、また山みたいな、そういうその違いを楽しんでもらう

ことだとか、それを糸魚川にやれというとなかなか難しいんですけど、そういった部分もやっぱり

国が音頭を取ってもらって、やっぱりそういう、大きいエリアでの鉄道の生かし方、価値創造して

いくものというのは、国がやっぱある程度、薩長同盟じゃありませんけども、国が坂本龍馬の役目

してもらわないと、ＪＲ西とＪＲ東に糸魚川がどうですかどうですかと言っても、なかなかできな

いことだと思うので、そういったところのビジョンをつくるために、国もちょっと応援してくれん

とできんじゃないかということもやっぱり自治体として訴えていかなきゃいけないと思うんですけ

ども、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃる、全くそのとおりだと思います。 

ただ、今の法律改正地活化法は、まず地域が主体になって鉄道会社や関係者が集まって、そこを

どうにかしていきなさい。その目安、やる目安は１,０００人だったら喫緊に、２,０００人が目安
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ですよ。有料鉄道が、特急のような鉄道が走っている、貨物列車が走ってると、本当に全国一律に

使えるようなそういう条件を当てはめて、今そういう制度ができているというのが現状です。それ

ぞれ今、議員おっしゃったように、外国人にとって、インバウンドにとってというところも法律上

は、そういうのをやりたければ国は支援を持っていますよというような立てつけですので、やはり

先ほど言ったように、ネットワークを存続していくことが、国にとっての持続可能といいますか、

そういうところにつながるんだよという方針、少し方針のほうを見ていただかないと、なかなか厳

しいところかと思います。そういうところには、やはり糸魚川市だけの力では弱いところもござい

ますので、ぜひ議員の関係する党ですとか、そういうところもぜひ声を上げていただいて、今の国

の一律の考え方と、また違った視点というのをぜひ見せていかなければいけないと。そのことをや

るのは、行政の役割かというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

私もできる範囲で頑張りたいと思います。 

次に、各種ワクチンについてであります。 

帯状疱疹ワクチン、先ほども答弁の中でありました。今年６月２０日の厚生労働省の専門委員会

で、定期接種化は差し支えないと定義づけされて、接種費用の公費で助成する定期接種化に加わる

見通しとなっております。ちょっとそのタイミングがよく分からないんですけども、国の動きとし

ては、全く今ないものなのか、それとも、もう新年度にもう導入されるようなぐらいまで煮詰まっ

てるのか、その辺、もし情報があれば教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

６月に検討されているというところから、まだ、令和７年度からスタートするというようなとこ

ろまでの情報はございません。ですので、今後その状況を見極めて、判断をさせていただきたいと

いうことでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

ここでタイミングのほうの問題になるんですけども、国のあれを待ってやるのか、それとも今、

新潟県内だと３分の１ぐらいですかね、今、助成を導入して、もうやっておるんですが、そういう

動きがある中でも糸魚川市としてちょっと前倒しでやってみようかというような考えがあるのか、

その辺ちょっと確認のため、よろしくお願いいたします。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

林健康増進課長。 〔健康増進課長 林 壮一君登壇〕 

○健康増進課長（林 壮一君） 

お答えいたします。 

当市としましては、今、議員おっしゃられたように６月の議会でも答弁させていただきましたが、

県内でおおむね７市ぐらい、もう既に取組をされていると思っています。それで、私どもも前向き

に検討しようかなというところで、この定期接種化の話が出てまいりましたので、少しその様子を

見てからという対応にさせていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

分かりました。 

ただ、いずれにせよ、糸魚川市議会としても、この要望も上げて、意見書を出させてもらってま

すし、あと、何だろうな、金額がちょっと分からないので、なるべく安い形で受けられるようにし

ていただければなというふうに思います。 

ちょっとこれワクチン飛ばして、次、熱中症対策のほうに行かせていただきます。 

先ほど市の職員のほうでミニ扇風機の空調服、もう導入されてるって私ちょっと知らなかったん

ですけども、それは何回ぐらい、どういう現場で使われてるのかちょっとご紹介いただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田総務課長。 〔総務課長 嶋田 猛君登壇〕 

○総務課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

職員のミニ扇風機付の服になりますけども、現在２４着、２４人分を導入しております。職場と

いうことでありますけども、小中学校の管理員に配付をしているということ。また、こども課所属

の施設管理員と呼ばれる職員２名に対しても配付をしているといった状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

ありがとうございます。 

去年、今年と本当に暑い中で、外で作業される方、または災害時の現場に入っていくことがあっ

たときに、あと、屋内であっても湿度とか温度の暑いとこで作業しなきゃいけないときもあるかと

思います。そういった場合には、やっぱり本当に体調のことが一番心配になりますんで、できるだ

けこういった装備できるんであれば、拡充していただきたいなというふうに思いますので、ぜひよ

ろしくお願いいたします。 
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次に、学校や公民館の冷水機であります。 

これ、少し私もこだわりがあってあれなんですけども、やっぱりペットボトルとかで購入される

のもいいんですけども、やっぱり学校とか公民館にこの冷水器があると、すぐその場で冷たい水が

補充できるというのと、やっぱ熱中症になったときにすぐタオルでも冷やしたものを、脇とか首と

かに当てられるということもありますし、場合によっちゃ、冷たい水をかけてあげるのが効果的な

そうなんですけども、そういった意味で、クールダウンさせるために学校とか公民館に、この冷水

器があるといいなと思うんですが、これに関しては、なかなかいい回答もらってないんですけども

やっぱ経費の関係で無理というようなことなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

今、公民館のほうには、冷水器は置いてありません。子供が結構遊びに来たときに、喉渇いたと

いう声もあるようなんですけれども、水道のところに紙コップを置いて、お水飲んでねと言うと、

子供たち、そこで飲んだり、あるいは自動販売機で買ったりしているというところがありまして、

新たに置くという考えは、費用面のところも、費用の問題もありまして、今のところは考えており

ません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えいたします。 

学校のほうでは、冷水器等、設備上、あるところはあるんですけれども、故障して使えない状態

であるということ。それから、その故障をどうして修理しないかというと、コロナの感染症がござ

いまして、そこで衛生上の観点から修理していないというふうに聞いております。 

子供たちの熱中症対応なんですけれども、基本的には子供たち、今、水筒のほうを持ってきても

らっておりまして、その水筒の中に氷を詰めた水をたくさん入れてきてもらって、そちらのほうで

対応するという形になっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

それは了解いたしました。 

次に、先ほど答弁の中で、学校の体育館の冷房機について検討していく考えがあるということだ

ったんですけども、これも一気につけるとなるとなかなか高価なものらしくて大変なんですけども、
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スポット型とか設置型とかなんかいろいろあるみたいなんですけども、そういうのをちょっと駆使

していただいて、やっぱり先ほども答弁でありました避難所にもなることから、やっぱりこの体育

館へのエアコン設置って大事かと思うので、ちょっと計画的に改めて考えてもらいたいんですけど

も、その辺、再度のご回答いただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

室橋こども課長。 〔教育委員会こども課長 室橋淳次君登壇〕 

○教育委員会こども課長（室橋淳次君） 

お答えいたします。 

市長答弁のほうでも必要性は高いというふうに考えているということでお答えをさせていただい

ているところでありますけれども、今年、県内では燕市のほうで、小中学校の体育館のほうに移動

式のエアコンを設置するといったところの情報を得まして、うちの職員、そちらのほうに視察にも

出向いております。 

また、いろいろ情報等を調べていく中で、検討を進めてまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

ぜひ、積極的な取組をお願いいたします。 

次に、ミストの関係であります。 

一応、質問の中で、駅やバス停、スポーツ施設って書いたんですけども、特にバス停で、炎天下

の中で待っておられる高齢者とかを見かけるんですね。そうなったときに、やっぱミストとかある

といいな。日よけがあれば、なおいいんですけども、そういったところの、それも設置費用かかる

んですが、これだけの熱いことを考えると、少しこういった考慮も必要なのかと思いますので、そ

の辺ちょっとご検討いただきたいと思うんですが、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

内山都市政策課長。 〔都市政策課長 内山俊洋君登壇〕 

○都市政策課長（内山俊洋君） 

なかなか炎天下の中、バス停で待っていただくということで、全てのバス停というのはなかなか

難しいというふうに考えておりますけども、駅ですとか、それから糸魚川総合病院ですとか、利用

の状況の多い場所については、管理の問題ですとかセンサー、値段の問題ですとか、そういったこ

ともありますけども、検討してみたいと思っております。 

駅については待合室がございますので、そちらを利用していただくということ。ただ、どうして

もバスの見える場所、不安になって、バスの見える場所ということを聞いておりますので、そうい

ったことをどうやって解消していくかというようなことについては、ちょっと別の手法で、涼しい

ところで待っていただいて、バスが来たことを知る手段を講じるといったようなこと、別の手法で
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ちょっと検討してみたいというふうに考えております。 

一般のバス停については、やっぱり全部は難しいと考えておりますので、できるところから進め

ていければというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

私のイメージでは、ショッピングセンターの駐車場というか道路のところが、すごく待っておら

れる方がよく見ましたので、その辺をぜひ考慮していただきたいなと思います。 

最後になるかと思いますが、公園等に水遊び場という私ちょっと表記してしまったんですけども、

公園でなくても糸魚川の駅の南口であるだとか、キターレの周辺、フォッサマグナミュージアムの

噴水の広場、あと美山公園の駐車場の近くのところに、何ていうか、平らなところにいっぱい噴水

の口があるような施設で、よくテレビとかで子供たちが、ずぶぬれになって遊んでるシーン見るか

と思うんですが、衛生上の問題もあるんでしょうけども、これだけの暑さを考えると、そういった

水遊び場で、当然そこにいる保護者の方が、ちょっと日よけで座れるベンチであるだとか、そうい

ったものは多少用意していったほうがいいんじゃないかなと。にぎわいづくりじゃないですけども、

やはりこの暑さをしのぐという部分でぜひちょっと検討していただきたいと思うんですが、その辺

の考え、いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

今ほど議員からお話ありましたとおり、暑い日には、公園の水遊び場というのは地域住民の非常

に魅力的な施設ではあると思います。 

ただ、課題としまして、やはり今、議員もおっしゃったとおり、水深とか滑りやすさとかという

安全面とかもありますし、水質の問題とかもありますので、やはりそういったものを検討しながら、

もし今後、公園整備等あれば、今ご提案ありましたものを参考に、研究のほうをさせていただこう

かと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

最後もう一つ、このクーリングシェルターの件でありますが、今３か所か４か所あるかと思うん

ですが、これはあれですかね、民間の方へのアプローチとか、民間で、もしシェルターやってるよ

という部分の案内とかというのは、やっておられるんでしょうか。ちょっと私、認識なかったんで

すが、もしもやってるんであれば教えていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

法律が改正になりまして、従来の熱中症の警戒アラートに加えまして、暑さ指数が３５以上にな

りますと、熱中症の特別警戒アラートというのが発表されます。今、当市で対応している部分とい

うのは、この特別警戒アラートが発表されたときに事前に指定した、市町村が事前に指定した施設

に関しまして、開放を決めているというものです。それが、議員おっしゃったように、今現在は

４施設となっております。県内を見ますと、これとは別に特別警戒アラートの発表の有無にかかわ

らず、コミュニティオアシスだとか、あるいは涼みどころというような形で、名称を変えて、市有

施設、民間施設の一角を開放していらっしゃる市町村もございます。当市におきましても、特にス

ーパーとかで休憩コーナーであったりとか、あるいはイートインスペースがあったりというのが従

来からありますので、またそういった対応につきましても、法に基づいた対応とは別に検討してま

いりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○１１番（保坂 悟君） 

もしそうであるんであれば、統一した、分かるような案内板といいますかね、そういったものも

もし行政のほうで支援して、統一したシェルターというご紹介をしていただければよろしいかなと

思います。ぜひ検討してください。 

以上で、私からの一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を１５分といたします。 

 

〈午後４時０８分 休憩〉 

 

〈午後４時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、宮島 宏議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 〔１４番 宮島 宏君登壇〕 

○１４番（宮島 宏君） 

こんにちは。清新クラブの宮島 宏です。 
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本日は、世界遺産に関連した教育普及活動とジオパークの際に再審査についてを伺います。 

７月２７日にインドのニューデリーで開催されたユネスコの第４６回世界遺産委員会において、

佐渡島の金山が世界文化遺産に登録されました。新潟県初、国内２６件目の世界遺産です。 

県の教育委員会の橋立金山調査の現地案内をした私は、微力ながら貢献させていただいたと思っ

ております。登録までの道のりを考えると、非常に感慨深いものがございます。 

以下、市長に伺います。 

(1) 佐渡島の世界遺産登録までには２８年を要し、その間には紆余曲折がありました。今回の

登録は様々な方々のご尽力の結果ですが、市長はどのように評価されますか。 

(2) ジオパークには４年間隔の再審査があります。一方、世界遺産には記載資産の状況に深刻

な劣化があった場合を除いて再審査はありません。世界ジオパークに設定されている再審査

やその間隔、及び他国のジオパーク関係者が現地審査をするルールは適切なものと考えてい

ますか。 

(3) 佐渡金山の世界遺産登録後、フォッサマグナミュージアムでは佐渡の銀黒と呼ばれる金鉱

石を展示し、詳細なパンフレットを配布するなど、トピック展示を行っております。今後、

市内で世界遺産・佐渡島の金山の価値、地球科学、歴史などについての教育普及活動の予定

はありますか。 

(4) 修学旅行や中学生広島派遣研修などで、国内の世界遺産に子供たちが接する機会がありま

す。そのような場面は世界遺産やユネスコについて教育する好機だと思います。どのような

教育をしていますか。 

(5) 金の科学や歴史についての教育普及活動の予定はありますか。 

(6) 橋立金山には吉田 茂の長兄の竹内明太郎が関わり、明太郎の父、綱は板垣退助の側近、

大隈重信の要請により、明太郎の資金が早稲田大学理工学部の設立に使われたことなどを、

私はジオパークの魅力として市内外で何回も紹介してきました。今後、橋立金山や蓮華銀山

に関わる人々についての教育普及活動の予定はありますか。 

以上、１回目の質問でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

市長に代わりまして、宮島議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、長年の取組に対する大きな成果であると受け止めております。関係の皆

様のご尽力のたまものであり、心からお祝い申し上げます。 

２点目につきましては、再審査のルールは、おおむね適切であると考えております。 

３点目、５点目及び６点目につきましては、橋立金山の歴史的背景や金鉱石についての視点を含

め、出前講座などで対応してまいります。 

４点目につきましては、修学旅行の訪問先に世界遺産がある場合には事前に学習をし、ユネスコ

については社会科の授業でも学習しております。 

また、中学生広島派遣研修では、原爆ドームが世界遺産であることを学習しております。 
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以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

佐渡が、世界遺産になるまでに２８年間かかりました。それに比較して、糸魚川ジオパークは

５年もかかりませんでした。いかに２８年という年月が長いか、その間に佐渡の市長さんは、何人

も交代したはずです。そういった中で事業を継続したということは、佐渡のすばらしさの一つだと

私は思っております。私のほうからも、心よりお祝いを申し上げます。 

続きまして、再審査についてです。 

再審査は、１回目の質問で述べましたように、４年に１回行われております。 

ただ、世界ジオパークの場合は、国内委員による調査が、世界の審査に先駆けて、その前年に行

われます。つまり、４年間隔のうちの後期３年目、４年目は、審査を受けるということになります。 

つまり４年間で２回審査を経なければならない、そういったシステムです。 

さらに、世界ジオパークが条件付再認定となった場合、幸い糸魚川は、今まで条件付再認定にな

ったことはありません。 

ただ、洞爺湖ですとか山陰海岸は、条件付再認定になってます。そうなると、条件付再認定の翌

年に、国内委員による審査があります。それから、その翌年に世界の人の審査がございます。つま

り、４年間のうちの３年目、４年目に審査を受けているのに、またさらに、その翌年、翌々年の審

査を受けなければならない。つまり４年間に４回審査があるわけですね。こういった実態が、果た

して適切なのか、再度伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

宮島議員ご指摘のとおり、やはり審査につきましては、財政的負担や審査員の派遣を含め、大き

な負担がございます。また、国全体のレベルで、やはりジオパーク活動を展開していくためには、

必要なネットワーク貢献の一つではないかなというふうに思っております。 

ただ、やはり４年周期、またおっしゃるように４年の間に４回審査等があるということは、関係

者がジオパーク活動の方針や意義を、改めて定期的に再確認できる機会ではないかなというふうに

思っておりますし、また、４年間の成果等をまとめることによって、より充実したジオパーク活動

につなげることができるんではないかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 
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世界ジオパーク地域が審査を受ける場合の準備活動というのは、私も一部、手伝わせていただき

ましたけども、かなりの労力を要します。それから、作った資料を今度は、視察、審査を受ける人

に説明する場合の設定、これも少なからぬ労力を要します。再審査というものがジオパークにある

ために、担当の事務局員は、再審査に通ることがジオパーク事業になってしまいがちなんですね。

これは糸魚川でも、ほかのジオパークでも同様だと思います。もっと長い目で見て、自分のジオパ

ークを育てていく。４年スパンじゃないですよ、もっと１０年とか２０年スパンで本当は見ていき

たいのに、目の前に審査があるために、それに引きずられて、長い目で見たジオパークの育てがで

きない状況になっていると思います。 

改めて伺いますけども、そういった再審査のためのジオパーク事業にはなってないでしょうか、

伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

先ほども答弁させていただきましたが、この審査が、審査を受けるものが目的ではなくて、改め

て自分たちが行ってきたジオパーク活動を再確認し、これからどのように進めていこうかというの

を考えるよい機会だと思っております。 

宮島議員おっしゃるように、様々な負担というのはございますが、この審査によって、一層レベ

ルアップしたジオパーク活動ができているのではないかなというふうに私は思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

審査の意義というものは、私も認識はしております。 

ただ、糸魚川のように人口を持っている地域だけじゃなくて、国内の世界ジオパークには、市で

も人口が１万１,０００人ぐらいのところもあります。それから北海道には、人口が４,０００人弱

というところも世界ジオパークになってるんですよ。そういったところでも、糸魚川と同じように

４年間に２回の審査準備をしなければならない。こういった実態は、ジオパークになることが非常

にそれぞれの自治体に、名誉にもなっているんですけども、大きな負担になっているような気がす

るんですね。 

後のほうで述べますけども、現地審査をしなくても、ジオパークの実態というのは分かると思う

んです。例えば書類のみ、あるいはリモートによる対応、そういったものも、今の技術であれば簡

単にできますので、そういったことも含めて、ジオパークでは検討はされてますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 
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お答えいたします。 

私も、ＪＧＮの事務局長会議等、参加させていただいております。やはり宮島議員おっしゃるよ

うに、審査の期間が短い、また手間が多くかかるというお声もお聞きしておりますので、今ほど議

員おっしゃるように、新しいＩＣＴ機器等を使ったものについて、検討のほうは、やはり事務局の

ほうでもお話のほうは若干は出ております。 

ただ、それについて、やるかやらないかは、まだまだ検討段階だというふうに思っておりますの

で、今後そのような機会があれば、また、協議のほうの議題に上げたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

大西課長もジオパークについては非常に詳しいので、釈迦に説法になると思いますが、

２０１９年の１１月に、九州の天草ジオパーク、長崎県にあります。それが、長崎じゃない熊本県、

失礼しました。日本ジオパークネットワークから退会しました。 

天草ジオパークは、糸魚川とともに最初期からジオパークに関わった地域でした。なのに途中で、

日本で初めて脱会してしまったんですね。その認定返上の理由は、集客が期待どおりではなかった

ということに加えて、認定更新のための審査も負担が大きいと判断したというふうに報じられてお

ります。 

それから、２０２０年に南アルプスジオパークが、これは世界ではなくて国内のジオパークです

けども、再認定になりました。その際、構成する４自治体、伊那市、飯田市、大鹿村、富士見町、

この４自治体では、もうジオパークはやめるかというようなことまでなりました。それの背景には、

審査委員の発言が、かなりちょっと問題があったというようなことも報じられています。ＪＧＣの

委員長、それから、今いる斉藤清一さんなんかも現地に行って、謝罪したなんていう記事も残って

おります。つまり再認定というのは、ジオパークにとってかなり問題を起こしてるというのは事実

だと思うんですね。 

今後、大西課長の話では、そういったものの見直しも検討したいということなんで、一応参考ま

でに、ほかのこういったジオパーク類似の世界的な登録システムが、どのように審査を受けている

かということを申し上げます。 

ユネスコには、エコパークというのがあります。正式には、生物圏保全地域というものなんです

けれども、このエコパークは、１０年間に一度の定期報告書の提出です。現地審査はありません。 

それから、かつて世界記憶遺産と呼ばれていたもの、これもユネスコの取組です。現在では世界

の記憶と呼ばれています。例えば、シベリア抑留者の資料、これは舞鶴とか敦賀にありますけれど

も、舞鶴の引揚記念館の方によれば、再審査や定期報告書の提出はないそうです。これはユネスコ

の取組。 

それから、ユネスコではありませんけども、同じく国連の食糧農業機関というものが創設したも

のがありまして、これは世界農業遺産です。佐渡が世界農業遺産になってますけれども、佐渡市の

方によれば、５年に一度のアクションプランというペーパーを出せばいいことになってます。 

このような例を挙げると、世界ジオパークは４年間に２回審査を受けていて、なおかつ現地審査
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を伴っているというのは、かなり異例なものというふうに映ると思います。これは参考ですけども、

もし何かコメントがあれば伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ご承知のとおり、ユネスコ世界ジオパークのユネスコとの審査の在り方、また日本の審査の在り

方については、そういう意見の方もおられます。しかし、大半の方は、それで今進めております。 

しかしながら、審査の在り方については、やはり問題があると思っております。やはりユネスコ

のほうの国内審査については、審査ではなくてアドバイスであるわけであります。ですから審査で

はございません。基本的には、国内の審査においては、ユネスコの審査に準じておるわけでありま

すので、同じ受け方をいたしております。しかし内容については、やはりアドバイスを出す、審査

に来たところが条件になっているようなところも以前ございました。また、これからもあるのかも

しれません。 

しかし、それはおかしいと思うのでありまして、各ジオパークは、自らがやっているジオパーク

の活動に対して審査を受けていくべきであるわけでございますが、いろいろな審査に来た人たちが、

後に残していくのが条件になっているようなところがあるので、その辺はしっかりとやはり整理を

してもらわなきゃいけないと思っております。それはやはり各ジオパーク、このユネスコ世界ジオ

パークにおいても同じなんですが、決してネットワークがやってるわけではございませんので、や

はり各ジオパークがユネスコと審査を受けて認定になっておるわけであります。 

そして、この活動内容をさらにステップアップしていくために日本ジオパークネットワークがあ

ったり、アジアのＡＰＧＮネットワークがあったり、世界ＧＧＮがあったりしてるわけであります

ので、そういったところできちっと、やはり我々もそういった意見は出していきたいと思っており

ます。我々、今やっておる委員会の委員長にも申入れをいたしました。そのような形で、言われる、

審査に来たから全ては受け入れるわけではございません。我々の意見をしっかり言ってかなきゃい

けないと思っております。これからも、そういう姿勢は貫いていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

日本のジオパークのトップランナーとして糸魚川ジオパークは、ずっと走り続けてきたと私は思

っておりますけれども、ぜひジオパークが、よりよい形で進化していくように米田市長のご尽力に

期待するところであります。 

再審査については、これでやめます。 

今度は、３番の佐渡の金山、そういったものの展示のことなんですけれども、これは展示場所と

してはフォッサマグナミュージアムになるかと思うんですが、佐渡の金は、実はフォッサマグナと

非常に関係がありますし、それから日本海の拡大とも非常に密接に関係しています。大佐渡と小佐
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渡の方向が、ちょうど新潟県と同じような方向になってますけれども、それはまさに、日本海が拡

大していった方向にほかなりません。 

佐渡は、確かに糸魚川市ではありませんけれども、フォッサマグナという切り口で見れば、非常

に身近に感じなければいけない代物だと思います。なぜ佐渡に金があるのか、そういったことは、

非常に地質学の基本的な部分ですので、子供たちや大人たちにお伝え願いたいなと思ってるとこで

す。今後、佐渡を題材とした教育普及活動、今が旬だと思うんですね。そういったところで、出前

講座等を充実させてみたらどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

お答えいたします。 

今、旬の佐渡の世界遺産でございます。先ほどの、なぜ佐渡と糸魚川に金山、銀山があるか。地

殻変動や造山期の話だと思いますし、そういった興味のある話をいろんな出前講座等を考えており

ますが、過去にも講演会、また展示会等ございますので、そういったノウハウもございます。そう

いったもので検討していきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

かつてフォッサマグナミュージアムにいたユニークな学芸員は、もういなくなりましたので、よ

り健全な展示ができるかと思います。頑張ってほしいなと思います。 

次は、④修学旅行や中学生広島派遣研修についての部分です。 

中学生広島派遣研修の目的、どんな目的なのかなとホームページを見たところ、唯一の被爆国の

国民として、被爆の恐ろしさ、苦しみを伝えるとともに、次代を担う子供たちの未来のために、平

和で豊かな暮らしを認識することとなっております。非常に大事なものだと思います。 

先ほど教育長の答弁では、広島に行ったとき、原爆ドームが世界遺産であるということは学習し

てるということで、大変安心いたしました。 

ここで、関連してお聞きしますが、広島に飛行機で行くわけではないと思うんですね。糸魚川か

ら鉄道に乗って、多分、新大阪か京都で乗り換えるのかな。で、新幹線で広島まで行くと思うんで

す。京都は、京都駅のすぐ近くに東寺という五重塔が見えますよね。あれは何か平安時代の唯一の

建物だということです。あれ世界遺産。それから、もうちょっと行くと、姫路の駅の手前かな、姫

路城が見えます。これも世界遺産。そういったものが車窓から見えたときに、ただ、車内でしゃべ

ってるだけじゃなくて、今見れてるやつは、実はこんな価値のあるものなんだよと。そういうこと

も子供たちに伝えられるんじゃないかなと思います。 

そういった視点は、例えば修学旅行や広島派遣研修では、ありますでしょうか。車窓から見える

学び、そういった視点です。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えさせていただきます。 

車窓からというふうに言われますとちょっと定かではないんですけれども、やはり修学旅行先、

例えば京都ですとか奈良に行きますと、世界遺産がたくさんございます。そういった中で、子供た

ち、事前学習をする中で、そういったところについては徹底的に調べてから修学旅行に行くという

ふうに聞いておりますので、車窓からということについてはちょっとはっきりと申し上げられませ

んけれども、事前学習等では十分学習しているというふうに認識しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

姫路城は、新幹線からかなり長い時間、進行方向右手に見え続けてまして、平成の大修復が終わ

って、今では真っ白なお城が、白鷺城と言われるお城が見えてますので、ぜひ子供たちにも伝えて

ほしいなと思います。 

それで、ユネスコに関係することなんですけども、戦争は、人の心の中に始まるものであるから、

人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。これは、ユネスコ憲章の冒頭の部分です。こ

のユネスコ憲章が発行したのは１９４６年１１月４日です。つまり新潟県は、ヒスイを県の石にし

てくれた日が、まさに、この１１月４日、ユネスコ憲章の日なんですね。 

ユネスコは、国連の一機関であることは、皆さん誰もが知ってると思うんですけれども、ユネス

コに、ユネスコって国連ですよね、国際連合。ユネスコに加盟した時期と国連に加盟した時期、ど

っちが早いと思います。国連に入ってないのに、ユネスコなんか入れるわけないと思いがちでしょ

うが、実はユネスコに入ったほうが先なんですよ。それは、仙台市で行っていた世界初の民間のユ

ネスコ協会の運動が大変評価されて、国連に入ってないにもかかわらず、日本は、ユネスコに入る

ことができたんです。その５年後、日本は国際連合に加盟してます。 

実は、ユネスコに加盟したのは、戦後初の日本の国際社会復帰です。極めて重要なことだったわ

けです。そのユネスコに、ユネスコ憲章に日本人が行って、署名したわけです、ロンドンで。その

署名した人、誰かご存じでしょうか。これは、前田多門なんですよ。前田多門と言って、聞いたこ

とあるって人がいると思うんですが、実は新潟県知事です。終戦直前に新潟県知事をやっていた内

務官僚でして、調べてみると、１９４４年７月１３日に相馬御風宅に前田多門が来ています。それ

から、相馬御風の資料には、前田多門の書簡がたくさん残っているそうです。 

このように、ユネスコ、ユネスコ世界ジオパーク、ユネスコ世界ジオパークといっても、ユネス

コの今言った情報って、皆さんどれぐらいご存じでした、前田多門のこととか、ユネスコ憲章の冒

頭ね。こういったものを、子供だけじゃなくて大人にも知ってほしいと思うんですよ。ぜひ、ジオ

パークらしい学習として、私の今申し上げたものも、ネタの一つとして頭の中に入れといていただ

きたいなと思います。ユネスコは、世界のものですけれども、実は糸魚川にもかなりちょっと身近
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な存在であったということです。前田多門の名前も覚えておいてください。 

それから、さらにジオパーク的な切り口で言います。 

広島に原子爆弾が投下されたのは、８月６日です。翌日の新聞に広島に新型爆弾投下って書いて

ありました。新型爆弾、原爆とは書いてない。 

日本が広島に落ちた新型爆弾が原爆だと知ったのは、いつだと思いますか。投下されたのは８月

６日、それを明らかにしたのは８月８日なんですよ。僅か２日後。日本人の理化学研究所の物理学

者の仁科芳雄という人が現地に行って、病院のレントゲンフィルムを見て、それが感光してたんで

すね。強力な放射線が来た。これだけ強力な放射線が来るのは、原爆しかないということで、原爆

と断定しました。 

実は、仁科芳雄は、二号研究という研究のリーダーで、日本も実は原爆を作ろうとしました。福

島県の石川町という、ウラン鉱物が出る場所があるんですが、そこでは、終戦の日まで子供たちが

ウラン鉱石を原子爆弾のために採掘してたんです。 

ただ日本は、幸いなことに、原爆を作るための十分なウランが得られませんでした。もし得られ

ていたら、日本の技術であれば、原子爆弾作れたと思います。これも、やっぱり落とされただけじ

ゃなくて、日本だって作ろうとしてたというものを、ぜひ多くの人に知ってもらいたい部分です。 

それから爆心地って言葉ありますよね、爆心地。真上で現場が炸裂したといいます。それをどう

やって知ったかというと、地質学者が関わってるんです。原爆が落ちた年の１０月に、鉱床学者の

渡辺武男という先生が、被爆した岩石等をたくさん集めました。中には、原爆の熱線を浴びて、影

ができてるやつあるんです。その影の方向をたどっていくと、上で収束するわけです。それが爆心

地の推定に使われたんです。これもまさにジオパーク的でしょ。 

実は、渡辺武男先生、私、４０年以上前なんですけども、大学院だったときに仙台駅までお送り

したご縁がございます。こういったね、原爆に関係したものも、ぜひ子供たちの教育、あるいはジ

オパークでの教育、そういったものに取り入れていただきたいんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小川こども教育課参事。 〔教育委員会こども教育課参事 小川豊雄君登壇〕 

○教育委員会こども教育課参事（小川豊雄君） 

お答えいたします。 

今非常に興味深い話を聞かせていただきまして、大変ありがとうございました。 

それで、非常に専門的な部分も含まれているかと思うんですけれども、可能な範囲で学校教育の

中でできるものについては取り入れていきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

ジオパークとしてはどうですか、その取扱いは。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

ジオパーク活動の中では、ご存じのようにジオパークの講座のほうをしております。今ほどのお

話のように、ジオパークというのは様々なつながり、様々な広がりがございますので、そのつなが

り等を分かりやすく説明できるような講座を、もしできれば開催のほうはしたいなというふうに思

っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

金の科学や歴史についての教育普及活動の話なんですが、実はフォッサマグナミュージアムは、

六、七年前かな、こういう展示会がありました。金ゴールド展、これは東京と熱海と甲府と新潟で

行われました。金の科学とか金の利用の歴史、それから今、金が何に使われてるか、そういったも

のを展示した展示会でした。 

新潟で行われた理由は、もちろん佐渡が世界遺産を目指していたからであります。この図録が、

この本なんですけれども、この中には、いろんな金の面白い性質が書かれています。例えば金は、

たたくと伸びますよね。実は金を光にしてやると、透けるんですよ。そういった実験も子供たちに

できます。 

それから金の蒸気も、実はフォッサマグナミュージアムで金の蒸気作れるんです。金の蒸気の色

は紫色をしてます。そういった金に絡んだいろんな教育普及活動も、今、現状、糸魚川でできます

ので、ぜひ今後、膨らましてほしいなと思います。 

それから、橋立金山と蓮華銀座の話ですけれども、通告書にも書きましたけども、竹内明太郎、

この人は竹内鉱業の社長さんだったんですね。石川県の小松に、遊泉寺銅山という銅の鉱山があり

ました。それも竹内明太郎の持ち山。実はそこでメンテナンス工場があったんです。名前を小松鉄

工所と言いました。これが現在の小松製作所です。ですから小松製作所の社史を、会社の歴史を見

ると、コマツの創始者というふうになっています。 

また、車が好きな方もいらっしゃると思うんですが、竹内の資金は、日本初の自動車に使われま

した。ＤＡＴ、Ｄ、Ａ、Ｔと書くんですけど、ＤＡＴのＴは、竹内のＴです。それは、後に日産に

なり、いすゞになってます。ですから、いろんなことでジオパーク的に広げていけますので、市民

の方、あるいは子供たちにも興味を引くんじゃないかと思います。 

さらに、今、パラリンピックやってます、パラリンピック。メダルは、金メダル、銀メダル、銅

メダルですよね。ところが銅メダルは、外国ではブロンズメダルです。カッパーメダルって言わな

いんですよ。実は、銅メダルは、銅じゃないんですね、青銅なんです。こんな豆知識もジオパーク

としては、面白いんじゃないかと思いますし、スイヘイリーベと覚えたと思うんですが、周期法で

は、銅、銀、金と並んでますので、化学的な説明にも使えますし、英語の学習にも使えるというこ

とです。 

最後になります。 
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蓮華銀山、これは、ミュージアムの竹之内館長が、かつてかなり精力的に調べて、論文も書かれ

ています。それによると、江戸時代初期に開発が始まって、昭和１６年ぐらいまで、採鉱や炭鉱が

されてます。その間、いろんな人が関わってて、高田の粟飴、なんか有名らしいんですけども、そ

の高橋孫左衛門さんが関わっていたり、それから三島由紀夫の祖父、平岡定太郎というんですけど、

この人は、福島県知事も務めた人です。その人も鉱山に関わってます。最後は、中島飛行機ですね、

飛燕とか作ってて、後にスバルになった。そういったところも関わっているそうです。 

銀山もそういったネタがたくさんありますので、糸魚川の銀山ね。ぜひ金と絡めて、今後、市民

や子供たちに伝えていく。あるいは現地視察をする。そういったことが郷土愛につながり、郷土の

より正確な深い知識というものを持つことで、糸魚川がすごいとこなんだということを説明しやす

くなるんじゃないかと私は思ってる次第です。私のいろいろなネタを披露しましたけども、何かコ

メントがあれば、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

今回のご質問いただきまして、橋立金山等を拝見いたしますと、いろいろな方の名前が出てまい

ります。 

蓮華銀山におきましては、上杉謙信から、先ほどの三島由紀夫までと、初めて知りました。そう

いったお話も含めながらということは、うちの学芸員が承知しておりますので、また、いろんなと

ころで使わせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

宮島議員。 

○１４番（宮島 宏君） 

教育長が目の前にいますので、最後に、１８９４年ウォルター・ウェストンが当地を訪れて、親

不知を見て、蓮華温泉を経て、白馬岳に登っています。そのときウェストンらは、蓮華銀山に立ち

寄っているんですね。ちょうど登山道の横にあるんですよ。そのとき、ウォルター・ウェストンの

書物を改めてみたら、鉱山の坑道に入ってるんですね、穴の中に。それから鉱石を見せられて、品

位はどれぐらいかというような会話をしてるんですよ。そういったものもね、すごいなと。それか

ら、ウェストンの記録を見ると、さっきの粟飴もちゃんと出てるんですね。これも、糸魚川ジオパ

ークの一つの資産というか宝なので、山と絡めたり地質と絡めたり、いろんなことができると思い

ますので、ぜひ今後、使っていただきたいなと思います。 

質問になってないわというご意見もあって、もっともだなと思ってましたけども、今回の私の一

般質問は、これにて終了させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、宮島議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

本日は、これにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時５４分 延会〉 
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